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表紙写真

『木曽川扶桑緑地公園』〈提供：扶桑町役場産業建設部産業環境課〉
　木曽川の河川敷に広がる約10ヘクタールの広大なアメニティスペースで、休日には多くの子ども連れの家族で賑わっています。
また公園内には、町の文化財である般若用水元杁跡や小淵の渡し跡、百間猿尾をはじめ現存する猿尾群を見ることができます。

　大正時代の船頭平閘門では、桑名を目指す筏がピーク時には年間14,000枚以上にもなり、閘門を通過するためには

１～２日を要することもあったようです。その間は『船溜り』と呼ばれる場所で待機していました。

　船溜りは、木曽川と長良川のそれぞれに連結した水路に設けられ、木曽川側は約4,900坪（ナゴヤドームのグランド

の約1.2倍の16,198㎡）、長良川側はその１／３の約1,900坪（6,280㎡）

の広さがありました。

　この船溜まりを、川の流れと分離し水路の水深を維持するために、木曽

川側には196間（約356ｍ）の導水堤（図の①）、長良川側には199間

（約361ｍ、後に842間（約1,530ｍ）まで延長された）の導水堤（図の

②）が設けられました。

　閘門設計書より、推定される１日の最大通過可能数が150枚に対し

て、閘門建設前の明治19～30年頃の油島での１日の筏の最大通過数が

220枚との記録もあったことから、初めから混雑時をみこし木曽川側の

船溜りは大きく設計されていたようです。

　ちなみに、当時筏の乗り手には、延長した日数に対して割増賃金・待機

料等が支給されていましたので、ここでは嬉しい渋滞待ち（！？）だった

のかもしれません。

長良川

木曽川

①

②

閘門

昨年５月の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

船ちゃんのこぼれ話 第四話
ふね

「筏の通過～その②～ 嬉しい渋滞?! 船頭平閘門」

山
那
切
れ
　
（

扶
桑
町
山
那
）

　
御
囲
堤
が
で
き
る
前
の
話
で
す
。

　
降
り
続
く
大
雨
に
、
木
曽
川
の
水
か
さ
が
ど
ん
ど
ん
増
し
、
心
配
し
て
集
ま
っ
た
人
々

の
前
で
、
里
長
は
流
れ
る
雨
雲
を
眺
め
て
顔
を
曇
ら
せ
ま
し
た
。

　
川
の
見
張
り
に
出
て
い
た
村
人
が
、
駆
け
込
ん
で
き
て
「
水
か
さ
は
増
す
ば
か
り
。

堤
は
ぶ
る
ぶ
る
と
震
え
て
い
る
」
と
言
い
、
次
の
見
張
り
も
「
川
幅
い
っ
ぱ
い
の
濁
り

水
だ
。
川
が
狂
っ
て
い
る
み
た
い
だ
」
と
声
を
震
わ
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
一
人
が
駆
け
込
ん
で
き
て
、
「
濁
流
の
中
程
を
怪
物
が
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
」

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。「
雨
雲
の
切
れ
目
に
差
し
込
む
月
の
光
の
な
か
に
消
え
て
い
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。

　
「
そ
れ
は
川
の
主
だ
」
里
長
が
唸
る
よ
う
に
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。
「
昔
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
川
の
主
が
怒
る
と

…

」
　
そ
の
と
き
、
お
宮
で
祈
祷
を
あ
げ
て
い
た
老
人
が
戻
っ

て
き
て
「
お
宮
の
森
の
梢
に
月
が
差
し
て
き
た
。
雨
が
止

む
ぞ
」
と
告
げ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
胸
騒
ぎ
が
し
た
里

長
は
堤
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
里
長
が
堤
に
駆
け
上
が
ろ
う
と
し
た
と
き
、
堤
の
中
程

で
吹
き
上
げ
て
く
る
水
を
村
人
た
ち
が
必
死
に
押
さ
え
込

ん
で
い
る
の
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

　
里
長
は
村
人
た
ち
に
穴
に
石
や
土
を
打
ち
込
ま
せ
、

す
ぐ
に
避
難
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
急
い
で
村
に
戻
っ

た
里
長
は
「
堤
が
切
れ
る
。
す
ぐ
に
家
に
帰
っ
て
女
、
子
供
を
逃
せ
」
と
叫
び
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
少
し
で
も
高
い
所
へ
と
逃
げ
る
人
々
の
足
も
と
に
水
が
押
し
よ
せ

て
、
そ
し
て
す
ご
い
早
さ
で
家
や
畑
を
呑
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
堤
は
次
々
と
壊
れ
、

河
水
が
滝
の
よ
う
に
流
れ
込
み
、
村
は
畑
も
道
も
区
別
が
つ
か
な
い
一
面
の
濁
水
に

覆
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
山
那
堤
の
決
壊
は
「
山
那
切
れ
」
と
呼
ば
れ
、
度
々
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

出
典

『
扶
桑
町
史
　
下
巻
』　
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扶
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地
　

域
　

の
　

歴
　

史

犬
山
扇
状
地
が
育
む
守
口
大
根
の
今
昔

35

歴

　
史

　
記

　
録

地
域
と
河
川
　
第
六
編

長
浜
に
伝
わ
っ
た
大
垣
の
逆
水
留
水
門
と
伏
越
樋

―

デ
・
レ
イ
ケ
が
設
計
し
た
カ
ル
バ
ー
ト
　
そ
の
一―

8

研

　
究

　
資

　
料

河
渡
の
渡
し
と
長
良
川
の
中
洲

　
～
渡
船
場
が
移
動
す
る
理
由
～

岐
阜
大
学
地
域
資
料
・
情
報
セ
ン
タ
ー
　
中
尾
喜
代
美

地
域
の
治
水
・
利
水

都
市
化
に
伴
う
内
水
氾
濫
へ
の
対
策



犬
山
扇
状
地
の
概
要

　
「
急
流
木
曽
」
と
形
容
さ
れ
る
木
曽
川
は
、
標

高
一
五
〇
〇
ｍ
以
上
の
高
地
か
ら
駆
け
下
っ
て
、

標
高
五
十
ｍ
程
度
の
犬
山
市
西
部
で
平
野
部
に
い

た
り
流
速
が
緩
や
か
に
な
り
ま
す
。
流
れ
が
緩
や

か
に
な
る
こ
と
で
、
大
粒
の
重
い
砂
礫
が
ま
ず
堆

積
を
始
め
、
堆
積
は
し
だ
い
に
下
流
へ
及
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
う
し
て
何
万
年
も
か
か
っ
て
犬
山
扇

状
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
川
の
流
量
が
大
き
い
ほ
ど
運
ん
で
く
る
土
砂

が
多
く
、
広
範
囲
に
及
ぶ
扇
状
地
を
形
成
し
ま

す
。
全
国
有
数
の
大
河
で
あ
る
木
曽
川
の
扇
状
地

は
、
半
径
十
二
～
十
三
㎞
に
及
ぶ
大
扇
状
地
で
、

そ
の
扇
端
は
岐
阜
市
の
西
端
か
ら
一
宮
市
東
北
部

ま
で
、
南
は
岩
倉
市
辺
り
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
等
高
線
を
見
る
と
犬
山
付
近
で
五
十
ｍ
、
扶

桑
町
は
二
十
五
～
四
十
ｍ
の
標
高
で
、
南
に
下

が
っ
て
江
南
市
約
二
十
ｍ
、
岩
倉
市
付
近
で
十
ｍ

と
北
東
か
ら
南
西
方
向
に
か
け
て
緩
や
か
な
傾
斜

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
扇
状
地
面
上
に
は
、
木
曽
川
の
派
川
が
放
射
線

状
に
流
れ
、
そ
の
流
れ
は
さ
ら
に
分
流
、
あ
る

い
は
合
流
し
て
網
目
状
と
な
っ
て
尾
張
平
野
を

流
下
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
河
川
は
、
十

七
世
紀
初
頭
の
御
囲
堤
の
完
成
に
よ
っ
て
締
め

切
ら
れ
、
こ
の
地
域
は
河
川
氾
濫
の
脅
威
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

扶
桑
町
の
土
壌
と
畑
作

　
　
扶
桑
町
は
犬
山
扇
状
地
の
扇
頂
に
位
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
全
域
に
わ
た
っ
て
砂
壌
土
に
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
厚
さ
は
段
丘
状
の
高
い
土
地
で
厚

く
、
水
田
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
低
地
で
は
比
較
的

薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
壌
は
雨
水
の
浸
透
性

に
富
み
、
水
は
地
下
に
伏
流
す
る
の
で
、
保
水
力
に

乏
し
い
燥
干
地
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
扶
桑
町

の
農
業
は
畑
作
主
体
で
、
江
戸
時
代
の
『
寛
文
村
々

覚
書
』
『
尾
張
徇
行
記
』
に
記
載
さ
れ
た
田
畑
別
面

積
に
よ
る
と
耕
地
の
約
八
十
％
が
畑
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。
水
田
は
か
つ
て
木
曽
川
の
分
派
川
で
あ
っ
た

低
地
と
、
用
水
の
恩
恵
を
受
け
た
下
野
村
・
下
野
原

新
田
に
分
布
し
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
畑
地
の
主
要
作
物
は
麦
で
、
冬
作
と

し
て
大
麦
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
農
民

の
納
め
る
年
貢
は
米
が
原
則
で
し
た
が
、
尾
張
藩
は

畑
の
多
い
地
方
に
は
、
麦
で
納
め
る
こ
と
を
許
し
ま

し
た
。
「
麦
成
」
と
い
う
こ
の
制
度
は
尾
張
藩
特
有

で
、
藩
用
の
味
噌
・
醤
油
の
原
料
、
馬
の
飼
料
な
ど

に
使
わ
れ
ま
し
た
。
畑
の
夏
作
は
大
豆
・
粟
・
稗
・

黍
な
ど
が
自
給
用
の
雑
穀
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
明
治
時
代
半
ば
か
ら
養
蚕
が
盛
ん
に
な

り
、
昭
和
初
期
に
は
全
耕
地
の
約
六
十
八
％
、
畑
地

の
約
八
十
％
を
桑
畑
が
占
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦

時
中
に
は
桑
園
の
一
部
が
麦
へ
の
転
作
が
行
わ
れ
、

戦
後
は
生
糸
に
代
わ
る
化
学
繊
維
の
発
達
や
、
高
度

経
済
成
長
の
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
養
蚕
業
は
衰

退
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
内

の
漬
物
業
者

団
体
と
契
約

し
、
生

産

量

を
増
や
し
て

い

き

ま

し

た
。
し
か
し
、

生
産
量
の
増

加

と

と

も

に
、
岐

阜

県

側
の
生
産
地

と
軋
轢
が
生

じ

た

り
、
生

産
地
が
増
え

た
こ
と
で
大

幅
な
値
崩
れ

が
起
き
た
り

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
、
扶
桑

町
守
口
大
根
生
産
組
合
と
岐
阜
の
生
産
組
合
が
合

同
し
て
岐
阜
愛
知
守
口
大
根
生
産
連
絡
協
議
会
を

発
足
し
、
生
産
調
整
を
図
り
ま
し
た
。
価
格
及
び

業
者
か
ら
の
受
注
量
は
、
毎
年
播
き
付
け
前
に
決

定
す
る
こ
と
と
し
、
各
組
合
が
作
付
調
整
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
漬
物
専
用
で
青
果
市
場
に

は
流
通
し
な
い
作
物
の
特
性
が
、
契
約
栽
培
と
い

う
生
産
形
態
と
な
り
、
栽
培
土
壌
の
特
殊
性
と
あ

い
ま
っ
て
産
地
の
固
定
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
連
絡
協
議
会
は
順
調
に
機
能
し
、
昭
和
三
十
八

（
一
九
六
三
）
年
に
は
、
扶
桑
町
の
生
産
量
は
六

八
二
ｔ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
の
岐
阜
市
の
生

産
量
は
一
，
二
六
七
ｔ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
か
ら
昭
和
四
十
三
（
一

九
六
八
）
年
に
か
け
て
は
生
産
過
剰
と
な
り
、
生

産
調
整
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
岐
阜
市

の
産
地
は
都
市
化
に
よ
る
農
家
の
兼
業
化
で
進

み
、
手
掘
り
で
行
う
深
耕
作
業
や
収
穫
に
多
大
な

労
働
力
が
必
要
な
守
口
大
根
の
栽
培
は
減
少
し
て

い
き
ま
し
た
。

最
大
産
地
と
な
っ
た
守
口
大
根

　
養
蚕
の
衰
退
に
伴
い
、
桑
園
は
野
菜
栽
培
に
移

行
し
て
、
牛
蒡
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
・
ホ
ウ
レ
ン
草
・

人
参
な
ど
が
栽
培
さ
れ
、
な
か
で
も
守
口
大
根
が

産
地
と
し
て
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

守
口
大
根
は
も
と
も
と
美
濃
干
大
根
（
別
名
：
ナ

ガ
ラ
ダ
イ
コ
ン
・
ホ
ソ
リ
大
根
）
と
呼
ば
れ
、
江

戸
時
代
か
ら
現
在
の
岐
阜
市
を
中
心
に
栽
培
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
初
期
か
ら
粕
漬
と
し
て
特
産
と
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
漬
物
が
「
守
口
漬
」
の
名
で

広
ま
っ
た
の
で
材
料
の
大
根
も
守
口
大
根
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
名
古
屋
で
も

岐
阜
か
ら
美
濃
干
大
根
を
取
り
寄
せ
、
こ
ち
ら
も

守
口
漬
と
し
て
売
り
出
す
業
者
が
現
れ
ま
し
た
。

　
扶
桑
町
で
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
頃

か
ら
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
守
口
大
根

は
直
径
三
～
四
㎝
、
平
均
的
な
長
さ
が
一
二
〇
～
一

三
〇
㎝
の
細
長
い
大
根
な
の
で
、
栽
培
土
壌
に
は
い

く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
。
柔
ら
か
く
均
質
な
土
壌

が
概
ね
一
・
二
ｍ
以
上
堆
積
し
て
い
る
こ
と
、
土
壌

の
通
気
性
が
良
く
礫
や
硬
質
層
を
挟
ま
ず
肥
沃
で
あ

る
こ
と
、
地
下
水
位
が
低
く
排
水
が
よ
い
こ
と
な
ど

で
す
。
扶
桑
町
北
部
の
土
壌
は
、
細
砂
（
〇
・
〇
五

～
〇
・
二
五
㎜
）
と
粗
砂
（
〇
・
二
五
～
二
・
〇
㎜
）

が
八
十
％
以
上
を
占
め
、
シ
ル
ト
や
粘
土
が
少
な

く
、
そ
の
層
厚
は
地
表
面
か
ら
一
・
四
ｍ
以
上
あ
り
、

所
に
よ
っ
て
は
二
ｍ
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土

壌
中
の
水
分
が
少

な
く
、
透
水
性
が

大
き
い
こ
と
が
守

口
大
根
栽
培
に
最

適
で
し
た
。

　
扶
桑
町
の
守
口

大
根
は
、
主
に
名

古

屋

に

出

荷

さ

れ
、
昭
和
三
十
（
一

九
五
五
）
年
に
は

　
一
方
、
扶
桑
町
は
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）

年
に
生
産
量
が
初
め
て
岐
阜
市
を
越
え
、
翌
昭
和

四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
に
は
最
大
生
産
量
七
三

五
ｔ
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
岐
阜
の
栽
培
面

積
が
著
し
く
減
少
し
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）

年
以
降
の
生
産
調
整
で
は
、
扶
桑
町
が
七
割
を
生

産
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
産
地
の
形
成
に
至
っ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
ト

レ
ン
チ
ャ
ー
（
比
較
的
幅
が
狭
く
て
深
い
溝
を
掘

る
農
業
機
械
）
の
積
極
的
な
導
入
が
あ
り
ま
し

た
。
守
口
大
根
は
、
根
の
伸
長
力
が
旺
盛
で
長
さ

が
一
ｍ
に
も
達
す
る
た
め
、
播
種
前
に
畑
を
一
ｍ

近
く
掘
り
起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
鋤
・

鍬
・
シ
ャ
ベ
ル
で
掘
り
起
こ
し
て
い
ま
し
た
が
、

栽
培
面
積
の
増
加
に
伴
い
作
業
の
省
力
化
が
望
ま

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
構
造
改
善
事

業
の
一
環
と
し
て
組
合
で
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
を
購

入
し
、
組
合
員
間
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
個
人
購
入
が
奨
励
さ
れ
全
組
合
員
に
普

及
し
ま
し
た
。

　
ま

た
、
加
工
場

（
塩

蔵

施

設
）
建

設
に
も
積
極
的
に

取

り

組

み

ま

し

た
。
都
市
部
に
あ

る
漬
物
業
者
は
地

価
の
高
騰
で
施
設

の
増
設
が
難
し
く

な

り
、
製

造
・
加

工
の
拠
点
を
生
産
地
に
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
守
口
漬
は
収
穫
か
ら
製
品
ま
で
に
二
～
三
年
か

か
る
の
で
、
漬
物
業
者
は
、
倉
庫
の
確
保
や
運
送

費
、
漬
か
え
の
労
働
力
を
考
え
る
と
産
地
で
の
製
造

が
合
理
的
と
考
え
ま
し
た
。
生
産
地
と
し
て
も
加
工

場
建
設
に
構
造
改
善
事
業
や
県
の
助
成
が
受
け
ら

れ
、
漬
か
え
料
・
倉
庫
使
用
料
・
維
持
費
な
ど
が
収

入
と
な
り
ま
す
。
組
合
で
は
積
極
的
に
加
工
場
建
設

を
進
め
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
は
、

　
木
曽
川
が
形
成
し
た
犬
山
扇
状
地
の
扇
頂
部
に
位
置

す
る
扶
桑
町
は
、全
域
が
砂
礫
土
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
扶
桑
町
の
農
業
は
江
戸
時
代
よ
り
畑
作

が
主
体
で
、
戦
後
は
守
口
大
根
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
細
長
く
身
が
締
ま
っ
て
固
い
守
口
大

根
は
漬
物
に
適
し
て
い
る
大
根
で
、
そ
の
た
め
市
場
に

は
流
通
せ
ず
産
地
と
漬
物
業
者
の
間
で
契
約
栽
培
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
扶
桑
町
は
生
産
地
と
し
て
は
後
発
で
し
た
が
、
機
械

に
よ
る
省
力
化
や
加
工
場
建
設
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
現
在
で
は
最
大
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犬山扇状地が育む
守口大根の今昔

扶
桑
町
で
生
産
さ
れ
る
八
割
以
上
を
加
工
す
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
阪
神
地
方
に
出
荷
さ

れ
る
分
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
町
内
で
加
工
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
農
地
の
減
少
や
農
家
の
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
な
ど
課
題
が
多
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
扶
桑
町
で
は
農
地
の
集
約
化
を
進
め
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
二
十
五
（
二
〇
一

三
）
年
に
は
「
世
界
一
長
い
大
根
」
と
し
て
ギ
ネ

ス
に
挑
戦
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
各
農
家

が
そ
れ
ぞ
れ
育
て
た
守
口
大
根
を
持
ち
寄
り
計
測

し
、
一
九
一
・
七
㎝
の
大
根
が
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

■
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献
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史
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扶
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犬
山
扇
状
地
の
概
要

　
「
急
流
木
曽
」
と
形
容
さ
れ
る
木
曽
川
は
、
標

高
一
五
〇
〇
ｍ
以
上
の
高
地
か
ら
駆
け
下
っ
て
、

標
高
五
十
ｍ
程
度
の
犬
山
市
西
部
で
平
野
部
に
い

た
り
流
速
が
緩
や
か
に
な
り
ま
す
。
流
れ
が
緩
や

か
に
な
る
こ
と
で
、
大
粒
の
重
い
砂
礫
が
ま
ず
堆

積
を
始
め
、
堆
積
は
し
だ
い
に
下
流
へ
及
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
う
し
て
何
万
年
も
か
か
っ
て
犬
山
扇

状
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
川
の
流
量
が
大
き
い
ほ
ど
運
ん
で
く
る
土
砂

が
多
く
、
広
範
囲
に
及
ぶ
扇
状
地
を
形
成
し
ま

す
。
全
国
有
数
の
大
河
で
あ
る
木
曽
川
の
扇
状
地

は
、
半
径
十
二
～
十
三
㎞
に
及
ぶ
大
扇
状
地
で
、

そ
の
扇
端
は
岐
阜
市
の
西
端
か
ら
一
宮
市
東
北
部

ま
で
、
南
は
岩
倉
市
辺
り
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
等
高
線
を
見
る
と
犬
山
付
近
で
五
十
ｍ
、
扶

桑
町
は
二
十
五
～
四
十
ｍ
の
標
高
で
、
南
に
下

が
っ
て
江
南
市
約
二
十
ｍ
、
岩
倉
市
付
近
で
十
ｍ

と
北
東
か
ら
南
西
方
向
に
か
け
て
緩
や
か
な
傾
斜

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
扇
状
地
面
上
に
は
、
木
曽
川
の
派
川
が
放
射
線

状
に
流
れ
、
そ
の
流
れ
は
さ
ら
に
分
流
、
あ
る

い
は
合
流
し
て
網
目
状
と
な
っ
て
尾
張
平
野
を

流
下
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
河
川
は
、
十

七
世
紀
初
頭
の
御
囲
堤
の
完
成
に
よ
っ
て
締
め

切
ら
れ
、
こ
の
地
域
は
河
川
氾
濫
の
脅
威
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

扶
桑
町
の
土
壌
と
畑
作

　
　
扶
桑
町
は
犬
山
扇
状
地
の
扇
頂
に
位
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
全
域
に
わ
た
っ
て
砂
壌
土
に
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
厚
さ
は
段
丘
状
の
高
い
土
地
で
厚

く
、
水
田
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
低
地
で
は
比
較
的

薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
土
壌
は
雨
水
の
浸
透
性

に
富
み
、
水
は
地
下
に
伏
流
す
る
の
で
、
保
水
力
に

乏
し
い
燥
干
地
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
扶
桑
町

の
農
業
は
畑
作
主
体
で
、
江
戸
時
代
の
『
寛
文
村
々

覚
書
』
『
尾
張
徇
行
記
』
に
記
載
さ
れ
た
田
畑
別
面

積
に
よ
る
と
耕
地
の
約
八
十
％
が
畑
地
に
な
っ
て
い

ま
す
。
水
田
は
か
つ
て
木
曽
川
の
分
派
川
で
あ
っ
た

低
地
と
、
用
水
の
恩
恵
を
受
け
た
下
野
村
・
下
野
原

新
田
に
分
布
し
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
畑
地
の
主
要
作
物
は
麦
で
、
冬
作
と

し
て
大
麦
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
農
民

の
納
め
る
年
貢
は
米
が
原
則
で
し
た
が
、
尾
張
藩
は

畑
の
多
い
地
方
に
は
、
麦
で
納
め
る
こ
と
を
許
し
ま

し
た
。
「
麦
成
」
と
い
う
こ
の
制
度
は
尾
張
藩
特
有

で
、
藩
用
の
味
噌
・
醤
油
の
原
料
、
馬
の
飼
料
な
ど

に
使
わ
れ
ま
し
た
。
畑
の
夏
作
は
大
豆
・
粟
・
稗
・

黍
な
ど
が
自
給
用
の
雑
穀
と
し
て
作
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
明
治
時
代
半
ば
か
ら
養
蚕
が
盛
ん
に
な

り
、
昭
和
初
期
に
は
全
耕
地
の
約
六
十
八
％
、
畑
地

の
約
八
十
％
を
桑
畑
が
占
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦

時
中
に
は
桑
園
の
一
部
が
麦
へ
の
転
作
が
行
わ
れ
、

戦
後
は
生
糸
に
代
わ
る
化
学
繊
維
の
発
達
や
、
高
度

経
済
成
長
の
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
養
蚕
業
は
衰

退
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
内

の
漬
物
業
者

団
体
と
契
約

し
、
生

産

量

を
増
や
し
て

い

き

ま

し

た
。
し
か
し
、

生
産
量
の
増

加

と

と

も

に
、
岐

阜

県

側
の
生
産
地

と
軋
轢
が
生

じ

た

り
、
生

産
地
が
増
え

た
こ
と
で
大

幅
な
値
崩
れ

が
起
き
た
り

し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
昭
和
三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
に
、
扶
桑

町
守
口
大
根
生
産
組
合
と
岐
阜
の
生
産
組
合
が
合

同
し
て
岐
阜
愛
知
守
口
大
根
生
産
連
絡
協
議
会
を

発
足
し
、
生
産
調
整
を
図
り
ま
し
た
。
価
格
及
び

業
者
か
ら
の
受
注
量
は
、
毎
年
播
き
付
け
前
に
決

定
す
る
こ
と
と
し
、
各
組
合
が
作
付
調
整
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
漬
物
専
用
で
青
果
市
場
に

は
流
通
し
な
い
作
物
の
特
性
が
、
契
約
栽
培
と
い

う
生
産
形
態
と
な
り
、
栽
培
土
壌
の
特
殊
性
と
あ

い
ま
っ
て
産
地
の
固
定
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
連
絡
協
議
会
は
順
調
に
機
能
し
、
昭
和
三
十
八

（
一
九
六
三
）
年
に
は
、
扶
桑
町
の
生
産
量
は
六

八
二
ｔ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
の
岐
阜
市
の
生

産
量
は
一
，
二
六
七
ｔ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和

三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
か
ら
昭
和
四
十
三
（
一

九
六
八
）
年
に
か
け
て
は
生
産
過
剰
と
な
り
、
生

産
調
整
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
岐
阜
市

の
産
地
は
都
市
化
に
よ
る
農
家
の
兼
業
化
で
進

み
、
手
掘
り
で
行
う
深
耕
作
業
や
収
穫
に
多
大
な

労
働
力
が
必
要
な
守
口
大
根
の
栽
培
は
減
少
し
て

い
き
ま
し
た
。

最
大
産
地
と
な
っ
た
守
口
大
根

　
養
蚕
の
衰
退
に
伴
い
、
桑
園
は
野
菜
栽
培
に
移

行
し
て
、
牛
蒡
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
・
ホ
ウ
レ
ン
草
・

人
参
な
ど
が
栽
培
さ
れ
、
な
か
で
も
守
口
大
根
が

産
地
と
し
て
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

守
口
大
根
は
も
と
も
と
美
濃
干
大
根
（
別
名
：
ナ

ガ
ラ
ダ
イ
コ
ン
・
ホ
ソ
リ
大
根
）
と
呼
ば
れ
、
江

戸
時
代
か
ら
現
在
の
岐
阜
市
を
中
心
に
栽
培
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
初
期
か
ら
粕
漬
と
し
て
特
産
と
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
漬
物
が
「
守
口
漬
」
の
名
で

広
ま
っ
た
の
で
材
料
の
大
根
も
守
口
大
根
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
名
古
屋
で
も

岐
阜
か
ら
美
濃
干
大
根
を
取
り
寄
せ
、
こ
ち
ら
も

守
口
漬
と
し
て
売
り
出
す
業
者
が
現
れ
ま
し
た
。

　
扶
桑
町
で
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
頃

か
ら
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
守
口
大
根

は
直
径
三
～
四
㎝
、
平
均
的
な
長
さ
が
一
二
〇
～
一

三
〇
㎝
の
細
長
い
大
根
な
の
で
、
栽
培
土
壌
に
は
い

く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
。
柔
ら
か
く
均
質
な
土
壌

が
概
ね
一
・
二
ｍ
以
上
堆
積
し
て
い
る
こ
と
、
土
壌

の
通
気
性
が
良
く
礫
や
硬
質
層
を
挟
ま
ず
肥
沃
で
あ

る
こ
と
、
地
下
水
位
が
低
く
排
水
が
よ
い
こ
と
な
ど

で
す
。
扶
桑
町
北
部
の
土
壌
は
、
細
砂
（
〇
・
〇
五

～
〇
・
二
五
㎜
）
と
粗
砂
（
〇
・
二
五
～
二
・
〇
㎜
）

が
八
十
％
以
上
を
占
め
、
シ
ル
ト
や
粘
土
が
少
な

く
、
そ
の
層
厚
は
地
表
面
か
ら
一
・
四
ｍ
以
上
あ
り
、

所
に
よ
っ
て
は
二
ｍ
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土

壌
中
の
水
分
が
少

な
く
、
透
水
性
が

大
き
い
こ
と
が
守

口
大
根
栽
培
に
最

適
で
し
た
。

　
扶
桑
町
の
守
口

大
根
は
、
主
に
名

古

屋

に

出

荷

さ

れ
、
昭
和
三
十
（
一

九
五
五
）
年
に
は

　
一
方
、
扶
桑
町
は
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）

年
に
生
産
量
が
初
め
て
岐
阜
市
を
越
え
、
翌
昭
和

四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
に
は
最
大
生
産
量
七
三

五
ｔ
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
岐
阜
の
栽
培
面

積
が
著
し
く
減
少
し
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）

年
以
降
の
生
産
調
整
で
は
、
扶
桑
町
が
七
割
を
生

産
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
産
地
の
形
成
に
至
っ
た
背
景
の
一
つ
に
は
、
ト

レ
ン
チ
ャ
ー
（
比
較
的
幅
が
狭
く
て
深
い
溝
を
掘

る
農
業
機
械
）
の
積
極
的
な
導
入
が
あ
り
ま
し

た
。
守
口
大
根
は
、
根
の
伸
長
力
が
旺
盛
で
長
さ

が
一
ｍ
に
も
達
す
る
た
め
、
播
種
前
に
畑
を
一
ｍ

近
く
掘
り
起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
鋤
・

鍬
・
シ
ャ
ベ
ル
で
掘
り
起
こ
し
て
い
ま
し
た
が
、

栽
培
面
積
の
増
加
に
伴
い
作
業
の
省
力
化
が
望
ま

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
、
構
造
改
善
事

業
の
一
環
と
し
て
組
合
で
ト
レ
ン
チ
ャ
ー
を
購

入
し
、
組
合
員
間
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
個
人
購
入
が
奨
励
さ
れ
全
組
合
員
に
普

及
し
ま
し
た
。

　
ま

た
、
加
工
場

（
塩

蔵

施

設
）
建

設
に
も
積
極
的
に

取

り

組

み

ま

し

た
。
都
市
部
に
あ

る
漬
物
業
者
は
地

価
の
高
騰
で
施
設

の
増
設
が
難
し
く

な

り
、
製

造
・
加

工
の
拠
点
を
生
産
地
に
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
守
口
漬
は
収
穫
か
ら
製
品
ま
で
に
二
～
三
年
か

か
る
の
で
、
漬
物
業
者
は
、
倉
庫
の
確
保
や
運
送

費
、
漬
か
え
の
労
働
力
を
考
え
る
と
産
地
で
の
製
造

が
合
理
的
と
考
え
ま
し
た
。
生
産
地
と
し
て
も
加
工

場
建
設
に
構
造
改
善
事
業
や
県
の
助
成
が
受
け
ら

れ
、
漬
か
え
料
・
倉
庫
使
用
料
・
維
持
費
な
ど
が
収

入
と
な
り
ま
す
。
組
合
で
は
積
極
的
に
加
工
場
建
設

を
進
め
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
に
は
、

　
木
曽
川
が
形
成
し
た
犬
山
扇
状
地
の
扇
頂
部
に
位
置

す
る
扶
桑
町
は
、全
域
が
砂
礫
土
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
扶
桑
町
の
農
業
は
江
戸
時
代
よ
り
畑
作

が
主
体
で
、
戦
後
は
守
口
大
根
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
細
長
く
身
が
締
ま
っ
て
固
い
守
口
大

根
は
漬
物
に
適
し
て
い
る
大
根
で
、
そ
の
た
め
市
場
に

は
流
通
せ
ず
産
地
と
漬
物
業
者
の
間
で
契
約
栽
培
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
扶
桑
町
は
生
産
地
と
し
て
は
後
発
で
し
た
が
、
機
械

に
よ
る
省
力
化
や
加
工
場
建
設
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
現
在
で
は
最
大
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

犬山扇状地が育む
守口大根の今昔

扶
桑
町
で
生
産
さ
れ
る
八
割
以
上
を
加
工
す
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
阪
神
地
方
に
出
荷
さ

れ
る
分
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
町
内
で
加
工
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
農
地
の
減
少
や
農
家
の
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
な
ど
課
題
が
多
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
扶
桑
町
で
は
農
地
の
集
約
化
を
進
め
振
興

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
二
十
五
（
二
〇
一

三
）
年
に
は
「
世
界
一
長
い
大
根
」
と
し
て
ギ
ネ

ス
に
挑
戦
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
各
農
家

が
そ
れ
ぞ
れ
育
て
た
守
口
大
根
を
持
ち
寄
り
計
測

し
、
一
九
一
・
七
㎝
の
大
根
が
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
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木
曽
川
氾
濫
の
歴
史

　
木
曽
川
左
岸
に
立
地
す
る
扶
桑
町
は
、
古
来
よ

り
木
曽
川
洪
水
に
よ
る
氾
濫
被
害
の
常
襲
地
域
で

し
た
。
木
曽
川
沿
い
の
山
那
に
は
「
山
那
切
れ
」

と
呼
ば
れ
る
堤
防
決
壊
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
多
く

伝
わ
っ
て
お
り
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
も

「
宝
亀
六
（
七
七
五
）
年
」
「
天
正
十
四
（
一
五

六

七
）
年
」
「
慶

長

十

四
（
一

六
〇
九
）
年
」
な

ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
南
西
方
向
に

流
れ
て
き
た
木
曽
川
が
犬
山
西
部
付
近
か
ら
西
向

き
に
流
れ
を
変
え
る
た
め
、
湾
曲
部
の
外
側
に
あ

た
る
扶
桑
町
北
部
は
流
れ
が
強
く
あ
た
り
、
堤
防

が
決
壊
し
や
す
い
地
形
で
し
た
。

　
扶
桑
町
と
江
南
市
の
堤
外
地
に
今
も
い
く
つ
か

残
っ
て
い
る
猿
尾
は
、
木
曽
川
に
突
き
出
し
た
細

長
い
突
堤
で
、
こ
う
し
た
水
の
勢
い
を
弱
め
る
た

め
に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
『
尾
張
徇
行
記
』
に
お

い
て
北
山
名
村
の
項
に
は
「
此
村
ハ
大
川
ノ
岸
二

テ
水
ア
テ
ツ
ヨ
キ
所
故
、
猿
尾
九
ヶ
所
ホ
ト
ア

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
世
初
頭
の
御
囲

堤
築
造
に
よ
っ
て
洪
水
氾
濫
の
被
害
は
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
が
、
全
く
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
「
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年
」
「
慶
安
三
（
一

六
五
〇
）
年
」
な
ど
に
氾
濫
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
木
曽
川
堤
防
の
強
化
に
よ
っ
て
氾
濫

被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
扶
桑
町
は
堤
防

の
上
限
を
越
え

る
洪
水
の
可
能

性
は
ゼ
ロ
で
は

な
い
と
し
て
浸

水
想
定
区
域
図

を
作
成
し
て
注

意
を
促
し
て
い

ま
す
。
扶
桑
町

で
は
木
曽
川
の

ほ
か
入
鹿
池
を

水
源
と
す
る
新

郷
瀬
川
の
氾
濫

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
の
氾
濫
と
は

別
に
、
内
水
氾
濫
に
つ
い
て
浸
水
想
定
区
域
図
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

都
市
化
に
伴
う
内
水
氾
濫
の
増
加

　
地
域
に
降
っ
た
雨
は
、
側
溝
な
ど
を
通
じ
て
河

川
に
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
降
水
量
が
多
い
場

合
に
は
側
溝
の
排
水
能
力
を
上
回
り
、
ま
た
河
川

の
水
位
が
上
昇
し
て
排
水
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
降
っ
た
雨
が
河
川
に
排
水
さ
れ
ず
地
域
で

溢
れ
る
の
が
内
水
氾
濫
で
す
。

　
都
市
化
が
進
ん
だ
地
域
は
、
農
地
・
緑
地
が
宅

地
や
舗
装
面
に
変
わ
り
、
従
来
自
然
に
地
下
に
浸

透
し
て
い
た
雨
水
が
そ
の
ま
ま
側
溝
へ
流
れ
込
む

の
で
、
内
水
氾
濫
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
扶
桑
町
は
名
古
屋
圏
の
産
業
・
経
済
の
発
展
に

伴
い
、
名
古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
都
市
化

が
進
み
ま
し
た
。
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
昭
和

三
十
（
一
九
五
五
）
年
代
半
ば
か
ら
五
十
（
一
九

七
五
）
年
代
半
ば
に
か
け
て
急
速
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
市
街
化
の
動
向
を
人
口
集
中
地
区
の
変
遷

に
よ
っ
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年

代
半
ば
ま
で
は
名
鉄
犬
山
線
沿
線
と
こ
れ
に
並
行

す
る
旧
犬
山
街
道
沿
い
を
中
心
に
市
街
地
が
形
成

備
に
老
朽
化
が

み

ら

れ

た

の

で
、
愛
知
県
は

県
営
畑
地
帯
総

合
土
地
改
良
事

業
般
若
地
区
と

し

て

平

成

五

（
一
九
九
三
）

年
か
ら
改
修
事

業
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
当
時
、
幹
線
水
路
は
地
域
の
基
幹
排
水
路
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
用
排
兼
用
水
路
で
排
水
能

力
が
低
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
都
市
化
に
よ
る
流

域
の
開
発
が
進
行
し
て
流
入
量
が
増
大
し
、
各
所

で
内
水
氾
濫
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
土
地
改
良

事
業
般
若
二
期
地
区
で
は
、
排
水
能
力
の
向
上
・

良
好
な
排
水
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、
排
水
専
用

水
路
の
新
設
を
計
画
に
入
れ
ま
し
た
。
事
業
は
平

成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
に
完
了
し
ま
し
た
。

新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
と

　
　
　
　
　
　
扶
桑
町
の
対
策

　
尾
張
北
東
部
は
木
曽
川
の
扇
状
地
と
氾
濫
平
野

が
広
が
り
、
東
北
か
ら
南
西
に
か
け
て
緩
や
か
に
傾

斜
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
雨
水
は
小
河
川
と
な
っ
て

南
西
方
向
に
流
れ
五
条
川
な
ど
に
収
束
し
、
名
古
屋

市
の
北
方
を
東
か
ら
西
に
流
れ
る
新
川
に
流
入
し
て

い
ま
す
。
新
川
は
江
戸
時
代
に
開
削
さ
れ
た
日
本
一

長
い
人
工
河
川
で
、
北
方
か
ら
流
下
し
て
く
る
河
川

を
受
け
、
そ
の
流
域
面
積
は
約
二
五
〇
㎢
、
流
域
市

町
は
十
五
市
町
に
及
ん
で
い
ま
す
。
流
域
全
体
で
市

街
化
が
著
し
く
、
昭
和
前
期
に
は
土
地
利
用
の
ほ
と

ん
ど
が
水
田
・
畑
地
で
し
た
が
、
平
成
前
期
に
は
約

六
十
五
％
が
市
街
地
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
急
激
な

市
街
化
に
伴
い
内
水
氾
濫
が
増
加
し
、
従
来
の
河
川

改
修
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
と
し
て
、
流

域
全
体
で
総
合
的
に
治
水
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
五

さ
れ
て
い
ま

し

た
。
昭

和

五

十
（
一

九

七

五
）
年

代

に

は
、
主

要

地
方
道
一
宮

犬
山
線
の
整

備
に
よ
り
そ

の
沿
線
に
商

業
施
設
が
進

出
し
市
街
地

が
拡
大
、
そ
の
後
、
南
部
地
域
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
平
成
に
入
る
と
農
地
の
転
用
に
よ
る
ア

パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
内
水
氾
濫
は
昭
和
末
頃
か
ら
頻
発
す
る
よ
う

に
な
り
、
家
屋
の
浸
水
な
ど
被
害
も
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
扶
桑
町
に
は
大
き
な
河
川
が
流
れ
て
お
ら
ず
、

町
内
に
降
っ
た
雨
水
は
側
溝
を
通
じ
て
青
木
川
や

農
業
用
水
路
に
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
青
木
川
は

扶
桑
町
東
部
の
犬
山
市
境
に
発
し
、
江
南
市
・
一

宮
市
・
稲
沢
市
を
経
て
五
条
川
に
合
流
す
る
全
長

十
八
・
三
㎞
・
流
域
面
積
四
十
六
㎢
の
河
川
で
す
。

最
上
流
部
の
扶
桑
町
で
は
町
中
央
部
の
排
水
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
の
排
水
河
川
と
し

て
は
狭
小
な
の
で
し
ば
し
ば
内
水
氾
濫
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

農
業
用
水
路
の
排
水
機
能

　
御
囲
堤
に
よ
っ
て
流
入
す
る
河
川
が
締
め
切
ら

れ
た
後
、
尾
張
北
東
部
で
は
多
く
の
農
業
用
水
路

が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
扶
桑
町
域
で
は
、
般
若
用

水
、
丹
羽
用
水
、
巾
下
用
水
な
ど
が
灌
漑
用
水
を

供
給
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
河
川
の
無
い
地
域

で
は
こ
う
し
た
用
水
路
が
排
水
河
川
の
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
般
若
用
水
は
、
扶
桑
町
北
西
部
か
ら
江
南
市
に

か
け
て
灌
漑
用
水
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
設

十
四
（
一
九
七
九
）
年
か
ら
国
・
愛
知
県
・
流
域
十

五
市
町
で
「
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
総
合
治
水
対
策
で
は
、
排
水
河
川
の
治
水
能
力

向
上
の
た
め
、
河
床
掘
削
な
ど
の
河
道
改
修
の
ほ

か
、
流
域
の
保
水
機
能
の
強
化
の
た
め
、
遊
水
地

な
ど
洪
水
調
節
施
設
の
建
設
と
い
っ
た
事
業
を
順

次
進
め
て
い
ま
す
。
扶
桑
町
に
関
係
す
る
事
業
と

し
て
は
、
青
木
川
の
高
雄
調
節
池
・
中
島
調
節
池

建
設
（
完
成
）
、
青
木
川
の
改
修
工
事
（
進
行
中
）

な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
木
川
な

ど
四
河
川
に
調
整
池
を
設
け
、
こ
れ
ら
を
暗
渠
で

連
絡
す
る
放
水
路
（
延
長
五
八
八
二
ｍ
）
と
排
水

機
場
（
江
南
市
・
木
曽
川
南
派
川
思
い
や
り
橋
下

流
地
点
）
を
建
設
し
、
木
曽
川
に
排
水
す
る
青
木

川
放
水
路
事
業
を
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年

度
よ
り
開
始
、
現
在
延
長
五
二
〇
〇
ｍ
が
供
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
に
よ
っ
て
低
下
し
た
保
水
・
遊
水
機
能
を

補
う
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
園
・
校
庭
貯
留
、

浸
透
枡
・
浸
透
ト
レ
ン
チ
、
浸
透
性
舗
装
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
合
治
水
対
策
で
は
、
流
域
市
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十
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〇
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。
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木
曽
川
氾
濫
の
歴
史

　
木
曽
川
左
岸
に
立
地
す
る
扶
桑
町
は
、
古
来
よ

り
木
曽
川
洪
水
に
よ
る
氾
濫
被
害
の
常
襲
地
域
で

し
た
。
木
曽
川
沿
い
の
山
那
に
は
「
山
那
切
れ
」

と
呼
ば
れ
る
堤
防
決
壊
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
多
く

伝
わ
っ
て
お
り
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
も

「
宝
亀
六
（
七
七
五
）
年
」
「
天
正
十
四
（
一
五

六

七
）
年
」
「
慶

長

十

四
（
一

六
〇
九
）
年
」
な

ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
南
西
方
向
に

流
れ
て
き
た
木
曽
川
が
犬
山
西
部
付
近
か
ら
西
向

き
に
流
れ
を
変
え
る
た
め
、
湾
曲
部
の
外
側
に
あ

た
る
扶
桑
町
北
部
は
流
れ
が
強
く
あ
た
り
、
堤
防

が
決
壊
し
や
す
い
地
形
で
し
た
。

　
扶
桑
町
と
江
南
市
の
堤
外
地
に
今
も
い
く
つ
か

残
っ
て
い
る
猿
尾
は
、
木
曽
川
に
突
き
出
し
た
細

長
い
突
堤
で
、
こ
う
し
た
水
の
勢
い
を
弱
め
る
た

め
に
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
『
尾
張
徇
行
記
』
に
お

い
て
北
山
名
村
の
項
に
は
「
此
村
ハ
大
川
ノ
岸
二

テ
水
ア
テ
ツ
ヨ
キ
所
故
、
猿
尾
九
ヶ
所
ホ
ト
ア

リ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
世
初
頭
の
御
囲

堤
築
造
に
よ
っ
て
洪
水
氾
濫
の
被
害
は
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
が
、
全
く
無
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
「
寛
永
六
（
一
六
二
九
）
年
」
「
慶
安
三
（
一

六
五
〇
）
年
」
な
ど
に
氾
濫
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
は
、
木
曽
川
堤
防
の
強
化
に
よ
っ
て
氾
濫

被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
扶
桑
町
は
堤
防

の
上
限
を
越
え

る
洪
水
の
可
能

性
は
ゼ
ロ
で
は

な
い
と
し
て
浸

水
想
定
区
域
図

を
作
成
し
て
注

意
を
促
し
て
い

ま
す
。
扶
桑
町

で
は
木
曽
川
の

ほ
か
入
鹿
池
を

水
源
と
す
る
新

郷
瀬
川
の
氾
濫

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
の
氾
濫
と
は

別
に
、
内
水
氾
濫
に
つ
い
て
浸
水
想
定
区
域
図
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

都
市
化
に
伴
う
内
水
氾
濫
の
増
加

　
地
域
に
降
っ
た
雨
は
、
側
溝
な
ど
を
通
じ
て
河

川
に
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
降
水
量
が
多
い
場

合
に
は
側
溝
の
排
水
能
力
を
上
回
り
、
ま
た
河
川

の
水
位
が
上
昇
し
て
排
水
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
降
っ
た
雨
が
河
川
に
排
水
さ
れ
ず
地
域
で

溢
れ
る
の
が
内
水
氾
濫
で
す
。

　
都
市
化
が
進
ん
だ
地
域
は
、
農
地
・
緑
地
が
宅

地
や
舗
装
面
に
変
わ
り
、
従
来
自
然
に
地
下
に
浸

透
し
て
い
た
雨
水
が
そ
の
ま
ま
側
溝
へ
流
れ
込
む

の
で
、
内
水
氾
濫
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
扶
桑
町
は
名
古
屋
圏
の
産
業
・
経
済
の
発
展
に

伴
い
、
名
古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
都
市
化

が
進
み
ま
し
た
。
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、
昭
和

三
十
（
一
九
五
五
）
年
代
半
ば
か
ら
五
十
（
一
九

七
五
）
年
代
半
ば
に
か
け
て
急
速
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
市
街
化
の
動
向
を
人
口
集
中
地
区
の
変
遷

に
よ
っ
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年

代
半
ば
ま
で
は
名
鉄
犬
山
線
沿
線
と
こ
れ
に
並
行

す
る
旧
犬
山
街
道
沿
い
を
中
心
に
市
街
地
が
形
成

備
に
老
朽
化
が

み

ら

れ

た

の

で
、
愛
知
県
は

県
営
畑
地
帯
総

合
土
地
改
良
事

業
般
若
地
区
と

し

て

平

成

五

（
一
九
九
三
）

年
か
ら
改
修
事

業
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
当
時
、
幹
線
水
路
は
地
域
の
基
幹
排
水
路
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
用
排
兼
用
水
路
で
排
水
能

力
が
低
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
都
市
化
に
よ
る
流

域
の
開
発
が
進
行
し
て
流
入
量
が
増
大
し
、
各
所

で
内
水
氾
濫
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
土
地
改
良

事
業
般
若
二
期
地
区
で
は
、
排
水
能
力
の
向
上
・

良
好
な
排
水
条
件
を
確
保
す
る
た
め
、
排
水
専
用

水
路
の
新
設
を
計
画
に
入
れ
ま
し
た
。
事
業
は
平

成
二
十
八
（
二
〇
一
六
）
年
に
完
了
し
ま
し
た
。

新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
と

　
　
　
　
　
　
扶
桑
町
の
対
策

　
尾
張
北
東
部
は
木
曽
川
の
扇
状
地
と
氾
濫
平
野

が
広
が
り
、
東
北
か
ら
南
西
に
か
け
て
緩
や
か
に
傾

斜
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
雨
水
は
小
河
川
と
な
っ
て

南
西
方
向
に
流
れ
五
条
川
な
ど
に
収
束
し
、
名
古
屋

市
の
北
方
を
東
か
ら
西
に
流
れ
る
新
川
に
流
入
し
て

い
ま
す
。
新
川
は
江
戸
時
代
に
開
削
さ
れ
た
日
本
一

長
い
人
工
河
川
で
、
北
方
か
ら
流
下
し
て
く
る
河
川

を
受
け
、
そ
の
流
域
面
積
は
約
二
五
〇
㎢
、
流
域
市

町
は
十
五
市
町
に
及
ん
で
い
ま
す
。
流
域
全
体
で
市

街
化
が
著
し
く
、
昭
和
前
期
に
は
土
地
利
用
の
ほ
と

ん
ど
が
水
田
・
畑
地
で
し
た
が
、
平
成
前
期
に
は
約

六
十
五
％
が
市
街
地
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
急
激
な

市
街
化
に
伴
い
内
水
氾
濫
が
増
加
し
、
従
来
の
河
川

改
修
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
と
し
て
、
流

域
全
体
で
総
合
的
に
治
水
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
五

さ
れ
て
い
ま

し

た
。
昭

和

五

十
（
一

九

七

五
）
年

代

に

は
、
主

要

地
方
道
一
宮

犬
山
線
の
整

備
に
よ
り
そ

の
沿
線
に
商

業
施
設
が
進

出
し
市
街
地

が
拡
大
、
そ
の
後
、
南
部
地
域
に
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。
平
成
に
入
る
と
農
地
の
転
用
に
よ
る
ア

パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
内
水
氾
濫
は
昭
和
末
頃
か
ら
頻
発
す
る
よ
う

に
な
り
、
家
屋
の
浸
水
な
ど
被
害
も
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
扶
桑
町
に
は
大
き
な
河
川
が
流
れ
て
お
ら
ず
、

町
内
に
降
っ
た
雨
水
は
側
溝
を
通
じ
て
青
木
川
や

農
業
用
水
路
に
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
青
木
川
は

扶
桑
町
東
部
の
犬
山
市
境
に
発
し
、
江
南
市
・
一

宮
市
・
稲
沢
市
を
経
て
五
条
川
に
合
流
す
る
全
長

十
八
・
三
㎞
・
流
域
面
積
四
十
六
㎢
の
河
川
で
す
。

最
上
流
部
の
扶
桑
町
で
は
町
中
央
部
の
排
水
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
域
の
排
水
河
川
と
し

て
は
狭
小
な
の
で
し
ば
し
ば
内
水
氾
濫
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

農
業
用
水
路
の
排
水
機
能

　
御
囲
堤
に
よ
っ
て
流
入
す
る
河
川
が
締
め
切
ら

れ
た
後
、
尾
張
北
東
部
で
は
多
く
の
農
業
用
水
路

が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
扶
桑
町
域
で
は
、
般
若
用

水
、
丹
羽
用
水
、
巾
下
用
水
な
ど
が
灌
漑
用
水
を

供
給
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
河
川
の
無
い
地
域

で
は
こ
う
し
た
用
水
路
が
排
水
河
川
の
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
般
若
用
水
は
、
扶
桑
町
北
西
部
か
ら
江
南
市
に

か
け
て
灌
漑
用
水
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
が
、
設

十
四
（
一
九
七
九
）
年
か
ら
国
・
愛
知
県
・
流
域
十

五
市
町
で
「
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
総
合
治
水
対
策
で
は
、
排
水
河
川
の
治
水
能
力

向
上
の
た
め
、
河
床
掘
削
な
ど
の
河
道
改
修
の
ほ

か
、
流
域
の
保
水
機
能
の
強
化
の
た
め
、
遊
水
地

な
ど
洪
水
調
節
施
設
の
建
設
と
い
っ
た
事
業
を
順

次
進
め
て
い
ま
す
。
扶
桑
町
に
関
係
す
る
事
業
と

し
て
は
、
青
木
川
の
高
雄
調
節
池
・
中
島
調
節
池

建
設
（
完
成
）
、
青
木
川
の
改
修
工
事
（
進
行
中
）

な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
木
川
な

ど
四
河
川
に
調
整
池
を
設
け
、
こ
れ
ら
を
暗
渠
で

連
絡
す
る
放
水
路
（
延
長
五
八
八
二
ｍ
）
と
排
水

機
場
（
江
南
市
・
木
曽
川
南
派
川
思
い
や
り
橋
下

流
地
点
）
を
建
設
し
、
木
曽
川
に
排
水
す
る
青
木

川
放
水
路
事
業
を
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年

度
よ
り
開
始
、
現
在
延
長
五
二
〇
〇
ｍ
が
供
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
に
よ
っ
て
低
下
し
た
保
水
・
遊
水
機
能
を

補
う
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
公
園
・
校
庭
貯
留
、

浸
透
枡
・
浸
透
ト
レ
ン
チ
、
浸
透
性
舗
装
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
合
治
水
対
策
で
は
、
流
域
市
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れ
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
河
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名
古
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流
れ
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に
流
入
し
て
い
ま
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。

　
国
・
愛
知
県
・
流
域
市
町
は
、
「
新
川
流
域
総
合
治

水
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
て
治
水
施
設
の
整
備
だ

け
で
な
く
、
保
水
機
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な
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、
さ
ま
ざ
ま

な
対
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を
総
合
的
に
進
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い
ま
す
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内水氾濫への対策

町
が
実
施
す
る

雨
水
貯
留
浸
透

施
設
の
整
備
目

標
を
流
域
対
策

容
量
と
し
て
定

め
て
い
ま
す
。

扶
桑
町
の
流
域

対
策
容
量
は
一

三
・
五
千

㎥
で

す
。
扶
桑
町
で

は
昭
和
五
十
九

（
一
九
八
四
）
年
か
ら
道
路
下
や
役
場
・
学
校
な

ど
の
公
共
施
設
の
「
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
」
設
置

に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
七
（
一
九

八
二
）
年
か
ら
住
宅
な
ど
の
建
築
に
際
し
て
雨
水

浸
透
桝
の
設
置
を
推
奨
し
て
お
り
、
平
成
五
（
一

九
九
三
）
年
に
は
補
助
金
の
交
付
を
始
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
畑
な
ど
自
然
遊
水
地
区
の
保
持
な
ど

適
正
な
土
地
利
用
の
誘
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
扶

桑
町
で
は
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
に
水
田
の
持

つ
遊
水
機
能
を
保
全
す
る
た
め
「
水
田
埋
立
防
止

協
力
金
」
制
度
を
創
設
し
、
不
急
の
埋
め
立
て
を

控
え
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。
新
川
流

域
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
治
水
対
策
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
、
平
成
十
八
（
二
〇
〇
六
）
年
一
月
「
特

定
都
市
河
川
流
域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
田
畑
な
ど
で
五
〇
〇
㎥
以
上
の
開
発

（
流
出
雨
水
量
を
増
加
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
行

為
）
は
県
の
許
可
が
必
要
に
な
り
、
許
可
に
あ
た
っ

て
は
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。 
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一
．
長
浜
市
田
川
の
概
要

　
田
川
は
、
長
浜
市
谷
口
町
の
山
中
か
ら
南
流

後
、
長
浜
市
上
野
町
で
西
南
に
流
向
を
変
え
、
唐

国
町
で
南
流
し
て
来
た
高
時
川
の
川
底
を
潜
り
、

八
木
浜
町
で
琵
琶
湖
に
注
ぐ
流
路
延
長
十
八
㎞
、

流
域
面
積
三
十
五
・
四
㎢
の
淀
川
水
系
の
一
級
河

川
で
す
。

　
明
治
末
の
直
流
化
工
事
以
前
の
田
川
は
、
屈
曲

が
多
い
た
め
に
流
れ
が
穏
や
か
で
、
舟
運
に
適
し

た
川
で
し
た
が
、
洪
水
時
に
な
る
と
、
落
合
村
（
現

落
合
町
）
で
南
流
し
て
来
た
高
時
川
と
西
流
し
て

来
た
姉
川
の
両
天
井
川
に
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
、

高
時
川
と
姉
川
か
ら
の
濁
水
が
川
底
の
浅
い
田
川

に
遡
上
し
、
合
流
部
上
流
沿
川
の
虎
姫
四
ヶ
村

（
月
ヶ
瀬
村
、
唐
国
村
、
田
村
、
酢
村
）
は
常
に

水
に
沈
み
、
北
国
街
道
の
通
行
は
舟
や
筏
で
急
場

を
凌
い
で
い
ま
し
た
。

二
．
虎
姫
四
ヶ
村
が

　
　
美
濃
で
治
水
技
術
を
学
ぶ

　
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、
田
川
沿

川
に
領
地
を
持
つ
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼

（
一
八
一
五
～
六
〇
）
は
、
落
合
村
の

領
主
（
三
河
吉
田
藩
、
松
平
伊
豆
守
）

に
借
地
料
を
払
っ
て
落
合
村
の
土
地
を

借
り
、
田
川
へ
の
逆
流
を
減
ら
す
工
事

と
し
て
、
高
時
川
の
河
道
を
従
来
の
合

流
点
よ
り
約
五
十
五
ｍ
下
流
に
替
え
て

姉
川
に
合
流
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
一
）
大
垣
で
の
技
術
の
習
得

　
虎
姫
四
ヶ
村
（
以
後
『
四
ヶ
村
』
と

記
す
）
の
人
々
は
、
田
川
沿
川
へ
の
逆

水
遡
上
を
防
ぐ
術
と
し
て
田
川
に
逆
水

留
水
門
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
高
時
川

に
設
置
す
る
伏
越
樋
で
田
川
を
琵
琶
湖

ま
で
流
す
こ
と
を
考
え
、
こ
の
技
術
を
大
垣
で
学

ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
四
ヶ
村
の
田
川
治
水
に
関
す
る
古
文
書
群
を
整

理
し
た
『
四
カ
字
共
有
文
書
』
（
以
後
『
共
有
文

書
』
と
記
す
）
は
、
大
垣
へ
の
視
察
が
嘉
永
五
（
一

八
五
二
）
年
十
一
月
、
同
六
年
七
月
、
安
政
元
（
一

八
五
四
）
年
五
月
、
同
二
年
四
月
の
四
年
間
に

四
回
行
わ
れ
、
各
年
に
四
ヶ
村
の
内
の
一
村
が

旅
費
二
十
匁
（
六
十
匁
が
一
両
）
を
支
払
っ
た

こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
二
十
匁
は
、
江
戸

時
代
の
大
工
の
手
間
賃
が
一
日
当
た
り
六
匁
で

し
た
の
で
、
ほ
ぼ
大
工
手
間
賃
三
日
分
程
度
に

相
当
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
長
浜
市
落
合
町
か
ら
伏
越
樋
と
逆
水
留

水
門
の
あ
る
大
垣
市
横
曽
根
ま
で
の
距
離
は
約
五

十
㎞
で
あ
り
、
男
性
の
一
日
の
行
程
を
九
里
（
約

三
十
五
㎞
）
と
す
る
と
、
片
道
で
一
泊
を
要
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
垣
へ
の
視
察
は
、『
共

有
文
書
』
が
記
す
「
様
子
見
聞
に
四
ヶ
村
よ
り
大

垣
へ
参
り
」
の
計
四
名
の
他
に
、
彦
根
の
大
工
棟

梁
金
五
郎
も
同
伴
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

な
っ
て
お
り
、
三
十
年
毎
に
改
造
さ
れ
、
十
五
年

毎
に
修
繕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
．
四
ヶ
村
に
よ
る
建
設
工
事

　
大
垣
へ
の
四
回
目
の
視
察
か
ら
三
年
後
の
安
政

五
（
一
八
五
八
）
年
冬
、
合
流
点
上
流
の
四
ヶ
村

（
月
ヶ
瀬
、
唐
国
、
田
、
酢
）
の
総
代
は
、
田
川

筋
に
姉
川
か
ら
の
逆
水
を
止
め
る
逆
水
留
水
門
と

田
川
が
高
時
川
の
川
底
を
横
過
す
る
伏
越
樋
を
造

る
要
望
を
幕
府
に
願
い
出
ま
し
た
。

　
幸
い
に
も
、
領
主
井
伊
直
弼
が
大
老
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
ら
の
願
い
は
幕
府
に
聞
き
届
け
ら
れ
、
翌

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
三
月
に
は
、
四
ヶ
村
が
全

て
の
費
用
を
負
担
し
て
道
路
・
橋
梁
・
用
水
路
の
変

更
等
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
牛
屋
川
は
水
門
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
水
門
は
、
遡
上
し
て

き
た
洪
水
の
水
圧
で
自
動
的
に
閉
じ
る
仕
組
み
に

（
一
）
伏
越
樋
建
設

①
鵜
森
伏
越
樋
の
視
察

　
『
共
有
文
書
』
に
は
鵜
森
伏
越
樋
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
、
「
水
門
よ
り
十
丁
計
下
に
底
樋
有
一
名
伏
せ
越

し
樋
と
い
ふ
」
と
大
凡
の
距
離
で
は
あ
り
ま
す
が
、

水
門
川
の
川
底
を
横
過
す
る
場
所
を
示
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
伏
越
樋
か
ら
十
八
丁
新
川
（
新

排
水
路
）
を
流
下
し
、
長
さ
約
八
十
間
（
実
際
は
七

十
間
）
の
伏
越
樋
で
揖
斐
川
（
呂
久
川
）
を
越
え
て

い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
門
南
隣
の
嶋
村
（
揖
斐
川
右
岸
堤
外
地

に
あ
っ
た
村
）
か
ら
初
豊
八
之
村
（
豊
喰
村
と
推
定
）
、

福
束
村
を
越
え
て
猫
瀬
村
（
根
古
地
村
と
推
定
）
ま

で
通
っ
て
い
る
排
水
路
と
伏
越
樋
の
効
果
は
、
お
よ

そ
三
万
石
余
り
の
水
腐
れ
に
対
処
し
て
い
る
と
記

し
、
嶋
村
の
人
々
に
よ
る
「
一
寸
四
方
（
約
九
㎝
）

の
伏
越
樋
で
一
〇
〇
石
収
穫
で
き
る
土
地
に
降
る
雨

水
を
排
水
で
き
る
」
と
の
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
伏
越
樋
の
寸
法
（
底
樋
幅
約
三
ｍ
、
縦
一
・

五
ｍ
）
を
は
じ
め
、
樋
の
上
材
は
栗
の
八
寸
角
で
横

と
下
は
松
板
、
厚
さ
三
寸
で
三
方
向
の
細
工
は
舟
作

り
等
と
、
伏
越
樋
の
寸
法
等
を
詳
細
に
記
し
て
い
ま

す
。②

新
川
開
削
と
伏
越
樋
の
設
置

　
安
政
七
（
万
延
元
、
一
八
六
〇
）
年
二
月
、
四
ヶ

村
と
そ
の
上
流
に
位
置
す
る
受
益
村
の
大
寺
、
中
野

（
現
虎
姫
町
大
字
大
寺
・
中
野
）
の
計
六
ヶ
村
の
庄

屋
ら
は
工
事
の
役
割
分
担
を
明
示
さ
れ
、
大
工
は
彦

根
の
棟
梁
金
五
郎
、
土
工
は
伊
勢
の
立
木
才
次
郎
と

美
濃
の
良
蔵
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
井
伊
直
弼
が
凶
刃
に
倒
れ
た
安
政
七
（
一
八
六
〇
）

年
三
月
に
は
、
高
時
川
の
下
流
側
か
ら
新
川
の
開
削

に
着
手
し
、
三
月
末
に
高
時
川
を
掘
割
り
、
高
時
川

の
川
底
の
下
に
田
川
を
流
す
伏
越
樋
埋
設
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
同
年
五
月
に
、
長
さ
一
二
五
・
六
ｍ
、
幅
二
・
一

ｍ
、
高
さ
一
・
二
ｍ
の
伏
越
樋
設
置
と
総
延
長
約

二
四
三
〇
ｍ
、
川
幅
七
・
三
ｍ
の
新
川
工
事
が
竣

工
し
ま
し
た
。

　
優
れ
た
土
木
技
術
は
何
時
と
は
な
く
各
地
に
伝
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
伝
承
過
程
が
明
ら
か
な
事
例
は
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
大
垣
輪
中
南
端
部
（
現
大
垣
市
）

に
お
い
て
、
洪
水
時
に
揖
斐
川
か
ら
水
門
川
へ
遡
上

す
る
逆
水
を
止
め
る
逆
水
留
水
門
や
排
水
路
を
川
の

下
に
潜
ら
せ
て
流
下
さ
せ
る
伏
越
樋
建
設
技
術
が
、

長
浜
市
の
田
川
に
伝
わ
っ
た
経
緯
が
記
録
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
建
設
さ
れ
た
逆
水
留
水
門
と

伏
越
樋
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
デ
・
レ
イ
ケ
と
伏
越
樋

（
カ
ル
バ
ー
ト
）
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

地域と河川　第六編

長浜に伝わった大垣の逆水留水門と伏越樋
－デ・レイケが設計したカルバート その１－

（
二
）
鵜
森
伏
越
樋

　
伏
越
樋
と
は
、
用
水
路

あ
る
い
は
排
水
路
が
河
川

と
交
差
す
る
場
合
、
川
底

を
管
路
に
し
て
横
過
す
る

工
作
物
の
事
で
す
。

　
大
垣
輪
中
の
南
部
は
、

水
が
滞
留
す
る
低
湿
地
帯

で
し
た
。
そ
こ
で
低
湿
地

帯
の
排
水
を
改
善
す
る
た

め
、
手
痛
い
失
敗
を
経
て

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
、

最
南
端
部
横
曽
根
村
東
の

鵜
森
に
集
め
た
悪
水
を
揖

斐
川
の
下
を
流
下
さ
せ
る

鵜
森
伏
越
樋
を
埋
設
し
、

下
流
部
の
塩
喰
村
地
内
の

排
水
路
で
揖
斐
川
下
流
に

排
水
し
ま
し
た
。

　
こ
の
伏
越
樋
は
、
木
造
で
あ
っ
た
た
め
腐
朽
に

よ
り
、
ほ
ぼ
三
十
年
毎
に
取
り
換
え
る
必
要
が

あ
り

ま

し

た
が
、
明
治

三

十

八
（
一

九
〇
五
）

年
の
明
治
改
修
工
事
の
竣
工
に
よ
っ
て
不
要
に

な
る
ま
で
の
一
二
〇
年
も
の
間
、
そ
の
役
目
を

果
た
し
ま
し
た
。

（
三
）
逆
水
留
水
門

　
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
に
大
垣
藩
初
代
藩

主
と
な
っ
た
戸
田
氏
鉄
は
、
大
垣
城
の
外
堀
と
し

て
機
能
す
る
牛
屋
川
に
、
揖
斐
川
の
洪
水
が
遡
上

す
る
逆
水
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　
藩
士
清
水
五
右
衛
門
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
豊

前
小
倉
で
水
門
が
排
水
路
に
侵
入
す
る
潮
水
を
止

め
て
い
た
こ
と
を
氏
鉄
に
進
言
し
、
翌
寛
永
十
三

（
一
六
三
六
）
年
に
小
規
模
な
門
樋
が
川
口
村
（
現

大
垣
市
川
口
）
と
外
渕
村
（
現
大
垣
市
外
渕
）
の

両
村
境
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
に
今
福
（
大

垣
市
今
福
町
）
に
逆
水
留
水
門
が
建
設
さ
れ
、

た
　
が
わ

た
か

と
き
が
わ

か   

え
い

な
お

す
け

あ
ん
せ
い

も
ん
め

よ
こ
　
ぞ
　
ね

い
　

ず
の
か
み

う
の
も
り

て
ん
め
い

し
お

ば
み

う
じ
か
ね

ぶ

ぜ
ん

じ
ょ
う

お
う

お
お
よ
そ

ろ
　
く
　
が
わ

と
よ
ば
み

ね
　
こ
　
じ

だ
い

じ

三川が合流する落合村の絵図（『東浅井郡絵図（落合村）』（部分）に加筆）

〈出典：「滋賀のアーカイブズ　滋賀県県政資料室だより　第２号」〉

明治 8(1875) 年 3 月に改築された水門川の水門

〈出典：『岐阜縣案内』〉

水門川に設置された逆水留水門と揖斐川を越す「伏越樋」

<出典：『大垣藩境界明細大絵図』（大垣図書館蔵 )>

伏越樋のイメージ図

〈参考：「きょう土のはってんにつくした人びと」（大垣市教育委員会）〉

幕末期の三川合流地付近の位置関係概念図

（『川の下を川が流れる -田川カルバートの歴史 -』）

（『虎姫地区の治水の歴史について』に加筆）

〈出典：国土交通省近畿地方整備局　行政サービス部門 No.11〉
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一
．
長
浜
市
田
川
の
概
要

　
田
川
は
、
長
浜
市
谷
口
町
の
山
中
か
ら
南
流

後
、
長
浜
市
上
野
町
で
西
南
に
流
向
を
変
え
、
唐

国
町
で
南
流
し
て
来
た
高
時
川
の
川
底
を
潜
り
、

八
木
浜
町
で
琵
琶
湖
に
注
ぐ
流
路
延
長
十
八
㎞
、

流
域
面
積
三
十
五
・
四
㎢
の
淀
川
水
系
の
一
級
河

川
で
す
。

　
明
治
末
の
直
流
化
工
事
以
前
の
田
川
は
、
屈
曲

が
多
い
た
め
に
流
れ
が
穏
や
か
で
、
舟
運
に
適
し

た
川
で
し
た
が
、
洪
水
時
に
な
る
と
、
落
合
村
（
現

落
合
町
）
で
南
流
し
て
来
た
高
時
川
と
西
流
し
て

来
た
姉
川
の
両
天
井
川
に
挟
ま
れ
て
い
る
た
め
、

高
時
川
と
姉
川
か
ら
の
濁
水
が
川
底
の
浅
い
田
川

に
遡
上
し
、
合
流
部
上
流
沿
川
の
虎
姫
四
ヶ
村

（
月
ヶ
瀬
村
、
唐
国
村
、
田
村
、
酢
村
）
は
常
に

水
に
沈
み
、
北
国
街
道
の
通
行
は
舟
や
筏
で
急
場

を
凌
い
で
い
ま
し
た
。

二
．
虎
姫
四
ヶ
村
が

　
　
美
濃
で
治
水
技
術
を
学
ぶ

　
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、
田
川
沿

川
に
領
地
を
持
つ
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼

（
一
八
一
五
～
六
〇
）
は
、
落
合
村
の

領
主
（
三
河
吉
田
藩
、
松
平
伊
豆
守
）

に
借
地
料
を
払
っ
て
落
合
村
の
土
地
を

借
り
、
田
川
へ
の
逆
流
を
減
ら
す
工
事

と
し
て
、
高
時
川
の
河
道
を
従
来
の
合

流
点
よ
り
約
五
十
五
ｍ
下
流
に
替
え
て

姉
川
に
合
流
さ
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
一
）
大
垣
で
の
技
術
の
習
得

　
虎
姫
四
ヶ
村
（
以
後
『
四
ヶ
村
』
と

記
す
）
の
人
々
は
、
田
川
沿
川
へ
の
逆

水
遡
上
を
防
ぐ
術
と
し
て
田
川
に
逆
水

留
水
門
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
高
時
川

に
設
置
す
る
伏
越
樋
で
田
川
を
琵
琶
湖

ま
で
流
す
こ
と
を
考
え
、
こ
の
技
術
を
大
垣
で
学

ぶ
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
四
ヶ
村
の
田
川
治
水
に
関
す
る
古
文
書
群
を
整

理
し
た
『
四
カ
字
共
有
文
書
』
（
以
後
『
共
有
文

書
』
と
記
す
）
は
、
大
垣
へ
の
視
察
が
嘉
永
五
（
一

八
五
二
）
年
十
一
月
、
同
六
年
七
月
、
安
政
元
（
一

八
五
四
）
年
五
月
、
同
二
年
四
月
の
四
年
間
に

四
回
行
わ
れ
、
各
年
に
四
ヶ
村
の
内
の
一
村
が

旅
費
二
十
匁
（
六
十
匁
が
一
両
）
を
支
払
っ
た

こ
と
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
二
十
匁
は
、
江
戸

時
代
の
大
工
の
手
間
賃
が
一
日
当
た
り
六
匁
で

し
た
の
で
、
ほ
ぼ
大
工
手
間
賃
三
日
分
程
度
に

相
当
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
長
浜
市
落
合
町
か
ら
伏
越
樋
と
逆
水
留

水
門
の
あ
る
大
垣
市
横
曽
根
ま
で
の
距
離
は
約
五

十
㎞
で
あ
り
、
男
性
の
一
日
の
行
程
を
九
里
（
約

三
十
五
㎞
）
と
す
る
と
、
片
道
で
一
泊
を
要
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
垣
へ
の
視
察
は
、『
共

有
文
書
』
が
記
す
「
様
子
見
聞
に
四
ヶ
村
よ
り
大

垣
へ
参
り
」
の
計
四
名
の
他
に
、
彦
根
の
大
工
棟

梁
金
五
郎
も
同
伴
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

な
っ
て
お
り
、
三
十
年
毎
に
改
造
さ
れ
、
十
五
年

毎
に
修
繕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
．
四
ヶ
村
に
よ
る
建
設
工
事

　
大
垣
へ
の
四
回
目
の
視
察
か
ら
三
年
後
の
安
政

五
（
一
八
五
八
）
年
冬
、
合
流
点
上
流
の
四
ヶ
村

（
月
ヶ
瀬
、
唐
国
、
田
、
酢
）
の
総
代
は
、
田
川

筋
に
姉
川
か
ら
の
逆
水
を
止
め
る
逆
水
留
水
門
と

田
川
が
高
時
川
の
川
底
を
横
過
す
る
伏
越
樋
を
造

る
要
望
を
幕
府
に
願
い
出
ま
し
た
。

　
幸
い
に
も
、
領
主
井
伊
直
弼
が
大
老
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
ら
の
願
い
は
幕
府
に
聞
き
届
け
ら
れ
、
翌

安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
三
月
に
は
、
四
ヶ
村
が
全

て
の
費
用
を
負
担
し
て
道
路
・
橋
梁
・
用
水
路
の
変

更
等
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
、
牛
屋
川
は
水
門
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
水
門
は
、
遡
上
し
て

き
た
洪
水
の
水
圧
で
自
動
的
に
閉
じ
る
仕
組
み
に

（
一
）
伏
越
樋
建
設

①
鵜
森
伏
越
樋
の
視
察

　
『
共
有
文
書
』
に
は
鵜
森
伏
越
樋
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
、
「
水
門
よ
り
十
丁
計
下
に
底
樋
有
一
名
伏
せ
越

し
樋
と
い
ふ
」
と
大
凡
の
距
離
で
は
あ
り
ま
す
が
、

水
門
川
の
川
底
を
横
過
す
る
場
所
を
示
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
伏
越
樋
か
ら
十
八
丁
新
川
（
新

排
水
路
）
を
流
下
し
、
長
さ
約
八
十
間
（
実
際
は
七

十
間
）
の
伏
越
樋
で
揖
斐
川
（
呂
久
川
）
を
越
え
て

い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
門
南
隣
の
嶋
村
（
揖
斐
川
右
岸
堤
外
地

に
あ
っ
た
村
）
か
ら
初
豊
八
之
村
（
豊
喰
村
と
推
定
）
、

福
束
村
を
越
え
て
猫
瀬
村
（
根
古
地
村
と
推
定
）
ま

で
通
っ
て
い
る
排
水
路
と
伏
越
樋
の
効
果
は
、
お
よ

そ
三
万
石
余
り
の
水
腐
れ
に
対
処
し
て
い
る
と
記

し
、
嶋
村
の
人
々
に
よ
る
「
一
寸
四
方
（
約
九
㎝
）

の
伏
越
樋
で
一
〇
〇
石
収
穫
で
き
る
土
地
に
降
る
雨

水
を
排
水
で
き
る
」
と
の
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
伏
越
樋
の
寸
法
（
底
樋
幅
約
三
ｍ
、
縦
一
・

五
ｍ
）
を
は
じ
め
、
樋
の
上
材
は
栗
の
八
寸
角
で
横

と
下
は
松
板
、
厚
さ
三
寸
で
三
方
向
の
細
工
は
舟
作

り
等
と
、
伏
越
樋
の
寸
法
等
を
詳
細
に
記
し
て
い
ま

す
。②

新
川
開
削
と
伏
越
樋
の
設
置

　
安
政
七
（
万
延
元
、
一
八
六
〇
）
年
二
月
、
四
ヶ

村
と
そ
の
上
流
に
位
置
す
る
受
益
村
の
大
寺
、
中
野

（
現
虎
姫
町
大
字
大
寺
・
中
野
）
の
計
六
ヶ
村
の
庄

屋
ら
は
工
事
の
役
割
分
担
を
明
示
さ
れ
、
大
工
は
彦

根
の
棟
梁
金
五
郎
、
土
工
は
伊
勢
の
立
木
才
次
郎
と

美
濃
の
良
蔵
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
井
伊
直
弼
が
凶
刃
に
倒
れ
た
安
政
七
（
一
八
六
〇
）

年
三
月
に
は
、
高
時
川
の
下
流
側
か
ら
新
川
の
開
削

に
着
手
し
、
三
月
末
に
高
時
川
を
掘
割
り
、
高
時
川

の
川
底
の
下
に
田
川
を
流
す
伏
越
樋
埋
設
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
同
年
五
月
に
、
長
さ
一
二
五
・
六
ｍ
、
幅
二
・
一

ｍ
、
高
さ
一
・
二
ｍ
の
伏
越
樋
設
置
と
総
延
長
約

二
四
三
〇
ｍ
、
川
幅
七
・
三
ｍ
の
新
川
工
事
が
竣

工
し
ま
し
た
。

　
優
れ
た
土
木
技
術
は
何
時
と
は
な
く
各
地
に
伝
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
伝
承
過
程
が
明
ら
か
な
事
例
は
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
大
垣
輪
中
南
端
部
（
現
大
垣
市
）

に
お
い
て
、
洪
水
時
に
揖
斐
川
か
ら
水
門
川
へ
遡
上

す
る
逆
水
を
止
め
る
逆
水
留
水
門
や
排
水
路
を
川
の

下
に
潜
ら
せ
て
流
下
さ
せ
る
伏
越
樋
建
設
技
術
が
、

長
浜
市
の
田
川
に
伝
わ
っ
た
経
緯
が
記
録
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
建
設
さ
れ
た
逆
水
留
水
門
と

伏
越
樋
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、
デ
・
レ
イ
ケ
と
伏
越
樋

（
カ
ル
バ
ー
ト
）
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

地域と河川　第六編

長浜に伝わった大垣の逆水留水門と伏越樋
－デ・レイケが設計したカルバート その１－

（
二
）
鵜
森
伏
越
樋

　
伏
越
樋
と
は
、
用
水
路

あ
る
い
は
排
水
路
が
河
川

と
交
差
す
る
場
合
、
川
底

を
管
路
に
し
て
横
過
す
る

工
作
物
の
事
で
す
。

　
大
垣
輪
中
の
南
部
は
、

水
が
滞
留
す
る
低
湿
地
帯

で
し
た
。
そ
こ
で
低
湿
地

帯
の
排
水
を
改
善
す
る
た

め
、
手
痛
い
失
敗
を
経
て

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
、

最
南
端
部
横
曽
根
村
東
の

鵜
森
に
集
め
た
悪
水
を
揖

斐
川
の
下
を
流
下
さ
せ
る

鵜
森
伏
越
樋
を
埋
設
し
、

下
流
部
の
塩
喰
村
地
内
の

排
水
路
で
揖
斐
川
下
流
に

排
水
し
ま
し
た
。

　
こ
の
伏
越
樋
は
、
木
造
で
あ
っ
た
た
め
腐
朽
に

よ
り
、
ほ
ぼ
三
十
年
毎
に
取
り
換
え
る
必
要
が

あ
り

ま

し

た
が
、
明
治

三

十

八
（
一

九
〇
五
）

年
の
明
治
改
修
工
事
の
竣
工
に
よ
っ
て
不
要
に

な
る
ま
で
の
一
二
〇
年
も
の
間
、
そ
の
役
目
を

果
た
し
ま
し
た
。

（
三
）
逆
水
留
水
門

　
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
に
大
垣
藩
初
代
藩

主
と
な
っ
た
戸
田
氏
鉄
は
、
大
垣
城
の
外
堀
と
し

て
機
能
す
る
牛
屋
川
に
、
揖
斐
川
の
洪
水
が
遡
上

す
る
逆
水
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　
藩
士
清
水
五
右
衛
門
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
豊

前
小
倉
で
水
門
が
排
水
路
に
侵
入
す
る
潮
水
を
止

め
て
い
た
こ
と
を
氏
鉄
に
進
言
し
、
翌
寛
永
十
三

（
一
六
三
六
）
年
に
小
規
模
な
門
樋
が
川
口
村
（
現

大
垣
市
川
口
）
と
外
渕
村
（
現
大
垣
市
外
渕
）
の

両
村
境
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
に
今
福
（
大

垣
市
今
福
町
）
に
逆
水
留
水
門
が
建
設
さ
れ
、

た
　
が
わ

た
か

と
き
が
わ

か   

え
い

な
お

す
け

あ
ん
せ
い

も
ん
め

よ
こ
　
ぞ
　
ね

い
　

ず
の
か
み

う
の
も
り

て
ん
め
い

し
お

ば
み

う
じ
か
ね

ぶ

ぜ
ん

じ
ょ
う

お
う

お
お
よ
そ

ろ
　
く
　
が
わ

と
よ
ば
み

ね
　
こ
　
じ

だ
い

じ

三川が合流する落合村の絵図（『東浅井郡絵図（落合村）』（部分）に加筆）

〈出典：「滋賀のアーカイブズ　滋賀県県政資料室だより　第２号」〉

明治 8(1875) 年 3 月に改築された水門川の水門

〈出典：『岐阜縣案内』〉

水門川に設置された逆水留水門と揖斐川を越す「伏越樋」

<出典：『大垣藩境界明細大絵図』（大垣図書館蔵 )>

伏越樋のイメージ図

〈参考：「きょう土のはってんにつくした人びと」（大垣市教育委員会）〉

幕末期の三川合流地付近の位置関係概念図

（『川の下を川が流れる -田川カルバートの歴史 -』）

（『虎姫地区の治水の歴史について』に加筆）

〈出典：国土交通省近畿地方整備局　行政サービス部門 No.11〉
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（
二
）
逆
水
留
水
門
建
設

①
大
垣
の
逆
水
留
水
門

　
『
共
有
文
書
』
は
大
垣
の
水
門
形
状
に
つ
い
て
、

「
大
垣
水
門
高
さ
三
間
巾
三
間
、
戸
二
枚
壱
枚
壱
間

半
つ
づ
合
三
間
也
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
四
ヶ
村
か
ら
の
三
回
目
の
安
政
元
（
一
八
五
四
）

年
の
視
察
時
が
、
水
門
川
の
水
門
の
三
十
年
毎
の
改

築
年
に
当
り
、
田
川
の
逆
水
留
水
門
は
安
政
元
（
一

八
五
四
）
年
に
改
築
さ
れ
た
水
門
を
参
考
に
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
の
水
門
川
の
水
門
の
水
路
部
の
幅
は
、
平

面
形
状
よ
り
三
間
、
水
門
高
さ
は
、
「
冠
木
」
の
下

か
ら
「
開
土
台
」
ま
で
が
四
間
半
で
し
た
が
、
水
路

底
部
が
「
開
土
台
」
か
ら
一
間
の
高
さ
に
付
け
ら
れ

て
い
る
た
め
、
水
路
底
部
か
ら
「
冠
木
」
ま
で
の
高

さ
は
三
間
半
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
田
川
の
水
門
で
は
水
門
上
部
に
橋
を
設
け

な
い
の
で
、
水
門
上
部
の
橋
に
関
わ
る
「
冠
木
」
の

部
材
を
無
く
す
と
、
下
流
側
「
登
笠
木
」
の
端
を
上

流
側
「
登
笠
木
」
に
繋
い
だ
「
貫
木
」
か
ら
「
冠
木
」

ま
で
の
半
間
が
無
く
な
る
の
で
、
水
門
高
さ
（
「
貫

木
」
か
ら
水
路
底
部
ま
で
）
は
三
間
と
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、『
共
有
文
書
』
の
「
高
サ
三
間
巾
三
間
」

と
同
様
の
寸
法
で
し
た
。

②
田
川
で
の
逆
水
留
水
門
工
事

　
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
二
月
、
田
川
へ
遡
上

す
る
濁
水
を
止
め
る
逆
水
留
水
門
工
事
に
着
手

し
、
四
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
と
共
に
、

琵
琶
湖
に
面
し
た
八
木
浜
村
（
長
浜
市
八
木
浜
町
）

に
二
ヶ
所
の
水
門
を
設
け
、
難
波
村
（
長
浜
市
難

波
町
）
に
新
川
の
両
岸
に
沿
う
二
ヶ
所
の
小
溝
を

掘
削
し
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
一
月
に
全

て
が
完
了
し
ま
し
た
。
四
ヶ
村
と
受
益
村
の
大
寺
、
中

野
村
、
小
今
村
、
賀
村
（
現
湖
北
町
大
字
小
今
・
賀
）

の
八
ヶ
村
は
、
工
事
費
用
八
万
両
（
幕
末
時
の
一
両
を

二
十
万
と
す
る
と
、
一
六
〇
億
円
に
相
当
）
余
り
の
支

払
い
を
、
彦
根
藩
か
ら
借
用
（
拝
借
金
）
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
川
と
そ
の
両
岸
の
潰
地
へ
の
雑

費
と
し
て
、
四
ヶ
村
よ
り
毎
年
八
十
石
を
下
流
四
ヶ
村

（
錦
織
、
落
合
、
難
波
、
八
木
浜
）
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　
大
工
の
棟
梁
金
五
郎
は
、
こ
の
工
事
に
お
い
て
逆

水
留
水
門
（
長
さ
十
六
・
二
ｍ
、
高
さ
四
・
五
ｍ
、

幅
五
・
四
ｍ
）
の
十
分
の
一
に
縮
小
し
た
模
型
で
試

し
な
が
ら
行
っ
た
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
彦
根
藩
か
ら

送
ら
れ
た
当
時
の
模
型
（
虎
姫
町
指
定
文
化
財
）
が

虎
姫
図
書
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
．
明
治
時
代
の
カ
ル
バ
ー
ト

　
　
建
設
へ
向
け
て

　
前
述
の
と
お
り
完
成
し
た
田
川
の
伏
越
樋
で
し
た

が
、
設
置
当
初
か
ら
通
水
断
面
の
拡
大
が
望
ま
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
頃
の
姉
川

と
高
時
川
の
河
床
は
、
安
政
年
間
（
一
八
五
四
～
一

八
五
九
）
よ
り
一
・
五
～
一
・
八
ｍ
も
上
昇
し
、
平

時
で
も
田
川
の
排
水
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
伏
越
樋
下
流
部
へ
の
流
水
量
と
上
流
部

か
ら
の
排
水
量
を
共
に
増
加
さ
せ
る
方
策
と
し

て
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
来
県
し
た
デ
・

レ
イ
ケ
は
、
①
高
時
川
・
姉
川
・
田
川
の
三
川
完

全
分
流
案
と
②
安
政
年
間
に
開
削
さ
れ
た
新
川
を

拡
張
し
て
田
川
本
流
と
し
て
伏
越
樋
の
断
面
積
を

拡
大
す
る
二
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

　
県
は
後
者
を
採
用
し
、
工
事
は
明
治
十
六
（
一
八

八
三
）
年
十
一
月
に
着
工
し
、
翌
明
治
十
七
（
一
八

八
四
）
年
六
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
伏

越
樋
（
カ
ル
バ
ー
ト
）
は
、
高
さ
六
尺
五
寸
（
約
二

ｍ
）
、
幅
一
丈
（
約
三
ｍ
）
、
上
部
円
径
二
連
と
な
り
、

新
川
筋
を
約
一
・
八
ｍ
拡
張
し
、
田
川
の
旧
川
筋
を

用
水
路
と
し
ま
し
た
。

五
．
デ
・
レ
イ
ケ
の
関
わ
り

　
岐
阜
県
大
垣
市
の
逆
水
留
水
門
と
伏
越
樋
の
技

術
が
滋
賀
県
長
浜
市
の
田
川
に
伝
わ
り
、
明
治
十

六
（
一
八
八
三
）
年
に
こ
の
伏
越
樋
は
デ
・
レ
イ

ケ
の
提
案
に
よ
っ
て
二
連
カ
ル
バ
ー
ト
と
な
り
、

現
在
も
「
田
川
カ
ル
バ
ー
ト
」
と
し
て
修
復
改
築

さ
れ
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
デ
・
レ
イ
ケ
は
明
治
改
修
計
画
図
で
少

な
く
と
も
四
ヶ
所
に
カ
ル
バ
ー
ト
設
置
を
計
画
し

て
い
ま
し
た
。
惜
し
く
も
明
治
改
修
時
に
カ
ル

バ
ー
ト
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幕
末
期

の
伏
越
樋
か
ら
明
治
改
修
で
の
カ
ル
バ
ー
ト
建
設

計
画
へ
の
経
緯
は
技
術
伝
播
の
典
型
的
様
相
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
伏
越
樋
建
設

①
鵜
森
伏
越
樋
の
視
察

　
『
共
有
文
書
』
に
は
鵜
森
伏
越
樋
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
、
「
水
門
よ
り
十
丁
計
下
に
底
樋
有
一
名
伏
せ
越

し
樋
と
い
ふ
」
と
大
凡
の
距
離
で
は
あ
り
ま
す
が
、

水
門
川
の
川
底
を
横
過
す
る
場
所
を
示
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
伏
越
樋
か
ら
十
八
丁
新
川
（
新

排
水
路
）
を
流
下
し
、
長
さ
約
八
十
間
（
実
際
は
七

十
間
）
の
伏
越
樋
で
揖
斐
川
（
呂
久
川
）
を
越
え
て

い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
門
南
隣
の
嶋
村
（
揖
斐
川
右
岸
堤
外
地

に
あ
っ
た
村
）
か
ら
初
豊
八
之
村
（
豊
喰
村
と
推
定
）
、

福
束
村
を
越
え
て
猫
瀬
村
（
根
古
地
村
と
推
定
）
ま

で
通
っ
て
い
る
排
水
路
と
伏
越
樋
の
効
果
は
、
お
よ

そ
三
万
石
余
り
の
水
腐
れ
に
対
処
し
て
い
る
と
記

し
、
嶋
村
の
人
々
に
よ
る
「
一
寸
四
方
（
約
九
㎝
）

の
伏
越
樋
で
一
〇
〇
石
収
穫
で
き
る
土
地
に
降
る
雨

水
を
排
水
で
き
る
」
と
の
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
伏
越
樋
の
寸
法
（
底
樋
幅
約
三
ｍ
、
縦
一
・

五
ｍ
）
を
は
じ
め
、
樋
の
上
材
は
栗
の
八
寸
角
で
横

と
下
は
松
板
、
厚
さ
三
寸
で
三
方
向
の
細
工
は
舟
作

り
等
と
、
伏
越
樋
の
寸
法
等
を
詳
細
に
記
し
て
い
ま

す
。②

新
川
開
削
と
伏
越
樋
の
設
置

　
安
政
七
（
万
延
元
、
一
八
六
〇
）
年
二
月
、
四
ヶ

村
と
そ
の
上
流
に
位
置
す
る
受
益
村
の
大
寺
、
中
野

（
現
虎
姫
町
大
字
大
寺
・
中
野
）
の
計
六
ヶ
村
の
庄

屋
ら
は
工
事
の
役
割
分
担
を
明
示
さ
れ
、
大
工
は
彦

根
の
棟
梁
金
五
郎
、
土
工
は
伊
勢
の
立
木
才
次
郎
と

美
濃
の
良
蔵
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
井
伊
直
弼
が
凶
刃
に
倒
れ
た
安
政
七
（
一
八
六
〇
）

年
三
月
に
は
、
高
時
川
の
下
流
側
か
ら
新
川
の
開
削

に
着
手
し
、
三
月
末
に
高
時
川
を
掘
割
り
、
高
時
川

の
川
底
の
下
に
田
川
を
流
す
伏
越
樋
埋
設
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
同
年
五
月
に
、
長
さ
一
二
五
・
六
ｍ
、
幅
二
・
一

ｍ
、
高
さ
一
・
二
ｍ
の
伏
越
樋
設
置
と
総
延
長
約

二
四
三
〇
ｍ
、
川
幅
七
・
三
ｍ
の
新
川
工
事
が
竣

工
し
ま
し
た
。

（
二
）
鵜
森
伏
越
樋

　
伏
越
樋
と
は
、
用
水
路

あ
る
い
は
排
水
路
が
河
川

と
交
差
す
る
場
合
、
川
底

を
管
路
に
し
て
横
過
す
る

工
作
物
の
事
で
す
。

　
大
垣
輪
中
の
南
部
は
、

水
が
滞
留
す
る
低
湿
地
帯

で
し
た
。
そ
こ
で
低
湿
地

帯
の
排
水
を
改
善
す
る
た

め
、
手
痛
い
失
敗
を
経
て

天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
、

最
南
端
部
横
曽
根
村
東
の

鵜
森
に
集
め
た
悪
水
を
揖

斐
川
の
下
を
流
下
さ
せ
る

鵜
森
伏
越
樋
を
埋
設
し
、

下
流
部
の
塩
喰
村
地
内
の

排
水
路
で
揖
斐
川
下
流
に

排
水
し
ま
し
た
。

　
こ
の
伏
越
樋
は
、
木
造
で
あ
っ
た
た
め
腐
朽
に

よ
り
、
ほ
ぼ
三
十
年
毎
に
取
り
換
え
る
必
要
が

あ
り

ま

し

た
が
、
明
治

三

十

八
（
一

九
〇
五
）

年
の
明
治
改
修
工
事
の
竣
工
に
よ
っ
て
不
要
に

な
る
ま
で
の
一
二
〇
年
も
の
間
、
そ
の
役
目
を

果
た
し
ま
し
た
。

（
三
）
逆
水
留
水
門

　
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
年
に
大
垣
藩
初
代
藩

主
と
な
っ
た
戸
田
氏
鉄
は
、
大
垣
城
の
外
堀
と
し

て
機
能
す
る
牛
屋
川
に
、
揖
斐
川
の
洪
水
が
遡
上

す
る
逆
水
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　
藩
士
清
水
五
右
衛
門
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
豊

前
小
倉
で
水
門
が
排
水
路
に
侵
入
す
る
潮
水
を
止

め
て
い
た
こ
と
を
氏
鉄
に
進
言
し
、
翌
寛
永
十
三

（
一
六
三
六
）
年
に
小
規
模
な
門
樋
が
川
口
村
（
現

大
垣
市
川
口
）
と
外
渕
村
（
現
大
垣
市
外
渕
）
の

両
村
境
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
承
応
二
（
一
六
五
三
）
年
に
今
福
（
大

垣
市
今
福
町
）
に
逆
水
留
水
門
が
建
設
さ
れ
、

■
参
考
資
料

　
『
大
久
保
長
安
に
迫
る
』

村
上
・
馬
場
ら
、
揺
籃
社
、
二
〇
一
三
年

　
『
養
老
町
史
資
料
編
下
巻
』
　
　

養
老
町
　
昭
和
四
十
九
年

　
『
郷
土
の
治
水―

養
老
町―

』

養
老
町
教
育
委
員
会
　
平
成
三
年

　
『
木
曽
川
上
流
改
修
工
事
誌
』

木
曽
川
上
流
工
事
事
務
所
　
昭
和
四
十
年

　
『
養
老
郡
志
　
復
刻
版
』

岐
阜
県
郷
土
資
料
刊
行
会
　
昭
和
四
十
五
年

　
『
四
カ
字
共
有
文
書
』
　

長
浜
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
二
年

　
『
川
の
下
を
川
が
流
れ
る

　
　
　
　-

田
川
カ
ル
バ
ー
ト
の
歴
史-

』

近
畿
地
方
整
備
局
行
政
サ
ー
ビ
スN

o
.
1
1

か
ぶ
　
き

か
く
　
ち
　
だ
い

の
ぼ
り

か
さ
　
ぎ

か
ん
の
き

ぶ
ん
き
ゅ
う

こ
　
い
ま

か

虎姫図書館に展示された田川逆水留水門模型

〈出典：『近江水の宝　田川カルバート』〉

田川カルバート横断面図 (藤田組森寺技師設計 )

〈出典：『田川の歴史を知る』〉

安政元年の水門川の水門を明治７(1874)年に写した絵図

（但し部材名は他の水門絵図に準じた)<出典：『水門古絵図写』(岐阜歴史資料館蔵)>
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江
戸
時
代
、
江
戸
と
京
を
結
ぶ
主
要
な
街
道
、
中
山

道
の
宿
場
の
ひ
と
つ
に
河
渡
宿
（
岐
阜
市
）
が
あ
り
ま

す
。
河
渡
宿
は
長
良
川
右
岸
に
位
置
し
、
長
良
川
の
渡

船
（
河
渡
の
渡
し
）
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
絵
図
や
史
料
を
見
て
い
き
ま
す
と
、
渡
船
場

の
位
置
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
山
々
か
ら
長
良
川
へ
の
土
砂

流
出
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
．
河
渡
宿
の
渡
船
場

　
河
渡
宿
は
、
加
納
宿
（
岐
阜
市
）
と
美
江
寺
宿
（
瑞

穂
市
）
の
間
に
立
地
し
、
長
良
川
と
支
流
の
伊
自

良
川
が
合
流
す
る
附
近
で
、
江
戸
時
代
は
水
害
が

頻
発
し
た
地
域
で
し
た
。
江
戸
時
代
、
中
山
道
の

道
中
で
長
良
川
は
「
河
渡
川
」
と
称
さ
れ
、
河
渡

村
の
村
の
概
況
な
ど
を
記
し
た
文
化
十
二
（
一
八

一
五
）
年
の
村
明
細
帳
（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所

蔵
）
に
は
、
河
渡
川
の
舟
渡
し
は
大
昔
か
ら
河
渡

村
に
渡
し
守
が
置
か
れ
、
昼
夜
遅
れ
る
こ
と
な
く

漕
ぎ
渡
し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

往
来
渡
舟
と
し
て
長
さ
九
間
（
約
一
六
・
四
ｍ
）
・

梁
六
尺
（
約
一
・
八
ｍ
）
の
船
二
艘
と
、
百
姓
持

ち
の
小
船
五
艘
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
十
九

世
紀
中
頃
に
お
い
て
、
長
良
川
の
通
常
の
川
幅
は

凡
そ
五
十
間
（
約
九
十
一
ｍ
）
で
、
出
水
時
の
川

幅

は

凡

そ

一

五
〇
間
（
約

二

七

三
ｍ
）
で

し

た

（
「
中
山
道
宿
村
大
概
帳
」
）
。

　
河
渡
の
渡
船
場
が
確
認
で
き
る
一
番
古
い
絵
図

は
、
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
「
濃
州
方
県
郡
河

渡
宿
之
図
（
写
）
」
で
す
（
絵
図
Ａ
）
。
河
渡
宿
か

ら
中
山
道
を
東
に
向
か
い
ま
す
と
、
長
良
川
の
堤

防
に
突
き
当
た
り
、
そ
こ
を
北
上
し
て
い
っ
た
先

の
河
原
に
渡
船
場
が
あ
り
、
二
つ
の
猿
尾
に
挟
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
渡
船
場
近
く
の
堤
防
上
に
、
川

高
札
が
あ
り
ま
し
た
。
後
の
時
期

に
は
、
渡
船
は
怠
る
こ
と
な
く
出

し
昼
夜
滞
ら
ず
に
勤
め
る
こ
と
、

往
還
の
輩
が
多
い
時
は
残
ら
ず
船

を
出
し
て
人
馬
・
荷
物
等
を
滞
り

な
く
渡
す
こ
と
等
や
、
船
賃
に
つ

い
て
記
し
た
高
札
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
（
「
中
山
道
宿
村
大
概

帳
」
）
。
十
八
世
紀
半
ば
ご
ろ
ま

で
は
、
こ
の
位
置
に
渡
船
場
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
．
渡
船
場
の
移
動

　
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
、
渡
し
場
の
川
瀬

が
悪
く
船
越
し
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
、
猿
尾
の

普
請
願
い
が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
背
景
に
、
土
砂

の
堆
積
に
よ
る
長
良
川
の
川
床
上
昇
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
（
『
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅱ
』
）
。

宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
以
降
、
河

渡
宿
対
岸
の
鏡
島
村
に
大
洲
が
出
現
し
、
出
水
の

た
び
に
土
砂
が
堆
積
し
て
い
き
ま
し
た
（
『
岐
阜

市
史 

通
史
編
近
世
』
）
。
こ
れ
が
渡
船
場
の
位
置
に

変
化
が
生
じ
る
一
因
と
考
え
ら
れ
、
寛
政
十
二
（
一

八
〇
〇
）
年
か
ら
作
成
さ
れ
た
「
中
山
道
分
間
延

絵
図
」
に
よ
り
ま
す
と
、
渡
船
場
・
川
高
札
の
位

置
が
以
前
よ
り
も
宿
場
近
く
に
移
動
し
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
一
七
八
〇
年
代
以
降
に
渡

船
場
の
普
請
が
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
間
に

宿
場
付
近
ま
で
移
動
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
の
絵
図
に
は
渡
船
場

が
二
つ
あ
り
、
宿
場
に
近
い
方
が
「
古
船
場
」
と

記
さ
れ
、
宿
場
口
よ
り
南
に
あ
る
「
船
渡
場
」
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
絵
図
Ｂ
）
。
「
河
渡
宿
よ

り
美
江
寺
宿
ま
で
往
還
筋
取
調
書
上
帳
」
に
は
、

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
川
瀬
が
悪
く
な
っ
た

の
で
、
お
よ
そ
一
町
（
約
一
〇
九
ｍ
）
程
下
流
に

渡
船
場
の
移
動
を
願
い
、
長
良
川
の
流
水
の
状
況

に
応
じ
て
二
つ
の
渡
船
場
を
使
用
し
て
い
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
岐
阜
市
史 

史
料
編
近

世
二
』
）
。
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
、
徳
川
将
軍

家
定
に
嫁
ぐ
有
君
は
、
中
山
道
で
京
か
ら
江
戸
へ

向
か
い
ま
し
た
。
「
有
君
様
御
下
向
之
節
渡
船
場

絵
図
」
で
は
、
下
流
の
渡
船
場
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
す
（
絵
図
Ｃ
）
。
当
時
、
宿

場
に
近
い
「
古
渡
船
場
」
近
く
に
は
中
洲
が
出
来

て
い
ま
し
た
。
有
君
が
使
っ
た
下
流
の
渡
船
場

は
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
洪
水
で
大
破

し
、
そ
の
後
は
宿
場
の
近
く
で
渡
船
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
寿

明
君
が
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
皇
女
和
宮

が
京
か
ら
江
戸
に
下
向
す
る
際
は
、
宿
場
近
く
の

渡
船
場
か
ら
長
良
川
を
渡
河
し
ま
し
た
（
絵
図

Ｄ
）
。
当
時
、
中
洲
が
下
流
の
渡
船
場
近
く
と
、

そ

の

対

岸

に

も

出

来

て

い

た

の

で
、
使
用
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
（
『
地
域
史
料
通
信 

創
刊

号
』
）
。

　
河
渡
の
渡
船
場
は
、
長
良
川
に

堆
積
す
る
土
砂
に
左
右
さ
れ
移
動

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

付
近
は
扇
状
地
の
端
で
高
低
差
が

少
な
く
な
り
、
長
良
川
の
流
れ
は

緩
や
か
に
な
り
ま
す
。
複
数
の
小

河
川
が
合
流
し
、
北
東
か
ら
流
れ

て
き
た
長
良
川
が
南
へ
向
き
を
変

え
る
地
点
で
、
左
岸
に
土
砂
が
溜

ま

り

や

す

い

状

況

が

生

じ

ま

し

た
。
ま
た
、
宝
暦
治
水
以
降
は
、

長
良
川
の
流
水
が
鈍
化
し
て
い
っ

た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）

年
の
『
河
渡
宿
渡
船
場
御
普
請
目

論
見
帳
』
に
は
、
「
出
水
の
た
び
に

渡
船
場
の
砂
利
石
等
が
押
し
流
さ

れ
、
往
来
で
重
荷
を
背
負
う
人
馬

の
足
場
が
無
く
、
と
く
に
近
年
は
向
こ
う
岸
ま
で

附
洲
が
出
来
て
川
瀬
が
変
わ
り
、
河
渡
宿
側
の
水

当
た
り
が
強
く
堤
防
の
際
ま
で
深
瀬
と
な
っ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
穂
積
町
史 

史
料
編
巻

二
』
）
。
渡
船
場
に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
長
良
川

の
土
砂
は
、
ど
の
よ
う
に
流
出
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
．
史
料
に
み
え
る

　
　
砂
石
留

　
長
良
川
に
入
り
込
む
土
砂
は
、
上

流
部
の
山
々
か
ら
流
出
し
た
も
の
で

大
雨
の
た
び
に
田
畑
を
荒
廃
さ
せ
、

河
床
上
昇
を
引
き
起
こ
し
て
水
害
が

激
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
土
砂
を
防
ぐ
た
め
の
堤
、
砂

石
留
（
砂
留
）
が
設
置
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
早
い
事
例
と
し
て
、
前
年
の
洪
水

被
害
を
受
け
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）

年
に
砂
留
普
請
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
務
郡
の
二
ケ
村
・
方
県
郡
の
十
六
ケ

村
・
武
儀
郡
の
三
ケ
村
・
本
巣
郡
の
二

ケ
村
・
山
県
郡
の
九
ケ
村
に
は
、
「
川

除
砂
留
御
普
請
目
論
見
帳
」
と
い
う
普

請
関
係
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

（
『
高
木
家
文
書
目
録 

巻
三
』
）
。

　
河
渡
宿
と
同
じ
長
良
川
右
岸
の
方
県

郡
・
山
県
郡
内
の
村
々
（
岐
阜
市
・
山

県
市
）
の
村
明
細
帳
を
見
て
い
き
ま
す

と
、
土
砂
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
砂
石
留

等
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

村
明
細
帳
に
砂
石
留
の
記
述
が
無
い
場

合
で
も
、
絵
図
に
砂
石
留
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
絵
図
Ｅ
、
右

端
の
黒
い
線
）
。
ま
た
、
あ
る
特
定
の

時
期
の
村
明
細
帳
し
か
な
い
の
で
不
十

分
な
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
村
明
細
帳
に
見
え

る
砂
石
留
を
中
心
に
長
良
川
の
土
砂
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
覧
に
ま
と
め
た
方
県
郡
・
山
県
郡
の
村
々
の

う
ち
、
上
述
し
た
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
の
砂

留
普
請
が
行
わ
れ
た
村
は
灰
色
で
色
付
け
し
ま
し

た
。
十
八
世
紀
初
め
に
砂
留
が
行
わ
れ
、
十
九
世

紀
後
半
に
も
砂
石
留
が
確
認
で
き
る
村
は
、
方
県

郡
は
か
な
り
多
く
あ
り
ま
す
。
方
県
郡
岩
崎
村
に

は
、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
に
砂
留
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
同
郡
椿
洞
村

の
場
合
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
の
村
明
細
帳

（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
宝
暦

年
中
よ
り
砂
留
御
普
請
所
」
と
あ
り
、
寛
政
十
二

（
一
八
〇
〇
）
年
に
は
十
九
ケ
所
、
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
に
は
二
十
三
ケ
所
と
な
り
、
砂
留
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
山
県
郡
高
富
村
の
砂
留
は
、

宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
に
二
十
五
ケ
所
以
上
あ

り
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
九
ケ
所
、
明

治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
は
三
ケ
所
と
な
り
、
時

代
を
追
う
ご
と
に
減
っ
て
い
ま
す
。
比
較
で
き
る

村
は
少
な
い
で
す
が
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

と
そ
れ
以
前
の
場
合
、
高
富
村
と
同
様
に
減
少
し

て
い
る
の
は
山
県
郡
加
野
村
・
同
郡
西
深
瀬
村

で
、
変
化
が
無
い
の
は
方
県
郡
御
望
村
・
山
県
郡

北
野
村
・
同
郡
福
富
村
・
同
郡
椎
倉
村
、
増
加
は

方
県
郡
椿
洞
村
・
山
県
郡
梅
原
村
で
し
た
。
村
に

よ
っ
て
、
砂
石
留
の
増
減
は
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
山
県
郡
東
深
瀬
村
の
場
合
、
文
化
十
二
（
一
八

一
五
）
年
に
砂
石
留
は
四
ケ
所
あ
り
、
長
さ
は
三

十
四
間
（
約
六
十
二
ｍ
）
・
三
十
二
間
（
約
五
十

八
ｍ
）・
二
十
六
間
（
約
四
十
七
ｍ
）・
十
八
間
（
約

三
十
三
ｍ
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
は
一
間
か
ら
五

尺
（
約
一
・
八
ｍ
～
一
・
五
ｍ
）・
馬
踏
は
一
間
（
約

一
・
八
ｍ
）
・
根
敷
は
三
間
か
ら
二
間
（
約
五
・

五
ｍ
～
三
・
六
ｍ
）
と
い
う
大
き
さ
で
し
た
。
同

郡
太
郎
丸
村
の
三
ケ
所
の
砂
留
堤
は
、
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
段
階
で
、
長
さ
は
一
〇
〇
間
（
約
一

八
〇
ｍ
）・
五
十
間
（
約
九
十
ｍ
）・
三
十
五
間
（
約

六
十
四
ｍ
）
と
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
大
き
さ

は
三
ケ
所
と
も
同
じ
で
、
高
さ
と
馬
踏
は
そ
れ
ぞ

れ
一
間
（
約
一
・
八
ｍ
）・
根
敷
は
二
間
半
（
約
四
・

六
ｍ
）
で
し
た
。

　
同
郡
福
富
村
に
あ
っ
た
十
四
ケ
所
の
砂
石
留

は
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
か
ら
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
ま
で
同
数
で
、
そ
の
長
さ
の
合
計
は

九
〇
〇
間
（
約

一
，
六

三

八
ｍ
）
あ

り
、
長

雨
・

洪
水
の
時
に
た
び
た
び
山
谷
よ
り
石
砂
が
流
出
し

て
、
田
畑
へ
押
し
込
ん
だ
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
。
山
県
郡
梅

原
村
は
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
の
村
明
細

帳
に
よ
れ
ば
砂
石
留
が
十
九
ケ
所
あ
り
、
南
北
が

赤
は
げ
山
で
出
水
の
た
び
に
砂
石
が
馳
せ
出
し
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
砂
石
留
が
書
き

記
さ
れ
た
村
々
の
山
々
は
、
自
然
災
害
の
都
度
、

土
砂
が
流
出
す
る
「
は
げ
山
」
と
呼
ば
れ
る
状
態

に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
原
因
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

四
．
美
濃
国
の
は
げ
山

　
江
戸
時
代
の
山
々
は
、
肥
料
と
し
て
の
草
木
や

燃
料
と
し
て
の
薪
、
建
築
資
材
と
し
て
木
材
等
、

様
々
な
目
的
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
田

畑
の
開
発
に
は
肥
料
と
な
る
大
量
の
草
木
が
必
要

な
た
め
、
樹
木
を
伐
採
し
た
り
野
焼
き
を
し
た
り

し
て
、
人
為
的
に
草
山
・
柴
山
を
つ
く
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
樹
木
が
減
少
し
た
山
は
荒
廃
し
や

す
く
、
土
砂
が
谷
川
に
押
し
流
れ
て
中
・
下
流
域

に
水
害
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
方
県
郡
・
山
県
郡
の
砂
石
留
の
一
覧
で
緑
色
に

し
た
村
名
は
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
美
濃

国
郷
帳
に
「
草
山
」「
柴
山
」
等
と
書
き
付
け
ら
れ

た

村

々

で

す
（
『
岐

阜

県

史 

史

料

編

近

世
一
』
、
絵
図
Ｆ
）
。

こ
の
う
ち
方
県
郡
の

東
粟
野
・
下
城
田
寺
・

鷺
山
・
芦
敷
・
雛
倉
・

則
松
の
各
村
に
は
、

野
焼
き
を
禁
止
す
る

高

札
（
「
野

火

御

制

禁
」
）
が

掲

げ

ら

れ

て

い

ま

し

た
（
『
岐

阜
市
史 

史
料
編
近
世

二
』
）
。
こ
の
六
か
村
に
限
ら
ず
草
山
や
柴
山
が
あ
っ

た
村
で
は
、
田
畑
の
肥
料
や
馬
の
飼
料
と
な
る
草
の

生
育
を
良
く
す
る
た
め
に
野
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
場
所
ま
で
焼
失

す
る
こ
と
も
あ
り
、
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
、
山
県
郡
西
深
瀬
村
で
は
、

百
姓
の
一
人
が
個
人
持
ち
の
林
を
「
と
う
つ
る
」
と

い
う
道
具
で
、
山
の
芝
を
理
不
尽
に
掘
る
こ
と
か
ら

訴
訟
が
起
こ
り
ま
し
た
。
山
林
で
「
と
う
つ
る
」
を

使
っ
て
木
の
根
を
掘
る
と
山
が
崩
れ
て
石
砂
が
田
地

へ
走
り
込
む
の
で
、
以
前
か
ら
御
法
度
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
（
『
高
富
町
史 

史
料
編
』
）
。
元
禄
五
（
一
六

九
二
）
年
に
は
、
方
県
郡
佐
野
村
と
岩
利
村
と
の
間

で
百
姓
山
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

中
の
記
述
に
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
の
大
洪
水

で
所
々
の
山
が
崩
れ
田
畑
に
大
量
の
石
が
入
り
荒
地

と
な
っ
た
た
め
、
「
と
う
つ
る
」
で
株
の
根
や
芝
の

根
を
掘
る
こ
と
を
当
時
の
美
濃
代
官
岡
田
将
監
善
政

が
禁
止
し
、
そ
の
後
も
統
制
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す

（
『
岐
阜
市
史 

史
料
編
近
世
二
』
）
。

　
近
畿
地
方
に
お
い
て
も
、
十
七
世
紀
後
半
に
川
筋

へ
の
土
砂
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
草
木
の
根
掘
り
禁
止

や
植
林
を
進
め
る
通
達
が
出
さ
れ
ま
し
た
（
『
御
触

書
寛
保
集
成
』
）
。
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
、
武

儀
郡
山
田
村
・
上
白
金
村
（
関
市
）
の
入
会
山
（
村
々

の
共
有
山
）
が
荒
れ
て
井
杭
や
薪
な
ど
の
確
保
が
難

し
く
な
る
の
で
、
山
に
草
木
を
植
え
て
山
崩
れ
・
砂

入
り
な
ど
が
出
来
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
っ
た
願

い
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
里
山
い
ま
昔
』
）
。
松
苗

等
の
植
林
を
行
っ
た
り
、
若
草
や
落
葉
を
取
る
こ
と

を
禁
止
し
た
り
し
て
、
土
砂
崩
れ
が
少
な
く
な
っ
た

村
々
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
砂
石
留

が
必
要
な
村
々
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
近
世
中
期

以
降
、
干
鰯
・
油
糟
と
い
っ
た
購
入
肥
料
が
普
及
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
購
入
可
能
な
百
姓
と
そ
う
で
な

い
百
姓
と
の
間
に
格
差
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

村
人
が
共
有
し
て
利
用
し
て
い
た
山
々
が
個
人
持
ち

の
山
と
な
り
、
売
買
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
限
ら
れ
た
山
々
に
肥
料
の
依
存
が
集
中
し

て
い
き
、
幕
末
ま
で
砂
石
留
が
必
要
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
九
世
紀
以
降
、
河
渡
の
渡
船
場
は
移
動
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
そ
の
原
因
と
な
る
長
良
川
の
土
砂
流

出
に
つ
い
て
、
あ
る
特
定
の
地
域
の
事
例
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
山
の
荒
廃
理
由
に
つ
い
て
、

美
濃
国
の
農
業
の
進
展
や
、
紙
・
鍛
冶
・
酒
造
と
い
っ

た
産
業
、
度
重
な
る
治
水
や
用
水
工
事
等
、
様
々
な

側
面
か
ら
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河渡の渡しと長良川の中洲
～渡船場が移動する理由～

岐阜大学地域科学部地域資料・情報センター　中尾喜代美

ご
う
　
ど

み
　
え
　
　じ

ぶ
ん
　
か

げ
ん

ろ
く

き
ょ
う
　
ほ
う

ほ
う

れ
き

か
ん
せ
い

絵図Ａ　元禄９年　濃州方県郡河渡宿之図（写）　〈提供：岐阜大学教育学部郷土博物館〉

絵図Ｂ　文化８年　河渡村荒地并取下場絵図

〈提供：岐阜大学教育学部郷土博物館〉
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二
．
渡
船
場
の
移
動

　
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
、
渡
し
場
の
川
瀬

が
悪
く
船
越
し
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
、
猿
尾
の

普
請
願
い
が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
背
景
に
、
土
砂

の
堆
積
に
よ
る
長
良
川
の
川
床
上
昇
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
（
『
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅱ
』
）
。

宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
以
降
、
河

渡
宿
対
岸
の
鏡
島
村
に
大
洲
が
出
現
し
、
出
水
の

た
び
に
土
砂
が
堆
積
し
て
い
き
ま
し
た
（
『
岐
阜

市
史 

通
史
編
近
世
』
）
。
こ
れ
が
渡
船
場
の
位
置
に

変
化
が
生
じ
る
一
因
と
考
え
ら
れ
、
寛
政
十
二
（
一

八
〇
〇
）
年
か
ら
作
成
さ
れ
た
「
中
山
道
分
間
延

絵
図
」
に
よ
り
ま
す
と
、
渡
船
場
・
川
高
札
の
位

置
が
以
前
よ
り
も
宿
場
近
く
に
移
動
し
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
一
七
八
〇
年
代
以
降
に
渡

船
場
の
普
請
が
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
間
に

宿
場
付
近
ま
で
移
動
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
の
絵
図
に
は
渡
船
場

が
二
つ
あ
り
、
宿
場
に
近
い
方
が
「
古
船
場
」
と

記
さ
れ
、
宿
場
口
よ
り
南
に
あ
る
「
船
渡
場
」
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
絵
図
Ｂ
）
。
「
河
渡
宿
よ

り
美
江
寺
宿
ま
で
往
還
筋
取
調
書
上
帳
」
に
は
、

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
川
瀬
が
悪
く
な
っ
た

の
で
、
お
よ
そ
一
町
（
約
一
〇
九
ｍ
）
程
下
流
に

渡
船
場
の
移
動
を
願
い
、
長
良
川
の
流
水
の
状
況

に
応
じ
て
二
つ
の
渡
船
場
を
使
用
し
て
い
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
岐
阜
市
史 

史
料
編
近

世
二
』
）
。
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
、
徳
川
将
軍

家
定
に
嫁
ぐ
有
君
は
、
中
山
道
で
京
か
ら
江
戸
へ

向
か
い
ま
し
た
。
「
有
君
様
御
下
向
之
節
渡
船
場

絵
図
」
で
は
、
下
流
の
渡
船
場
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
す
（
絵
図
Ｃ
）
。
当
時
、
宿

場
に
近
い
「
古
渡
船
場
」
近
く
に
は
中
洲
が
出
来

て
い
ま
し
た
。
有
君
が
使
っ
た
下
流
の
渡
船
場

は
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
洪
水
で
大
破

し
、
そ
の
後
は
宿
場
の
近
く
で
渡
船
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
寿

明
君
が
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
皇
女
和
宮

が
京
か
ら
江
戸
に
下
向
す
る
際
は
、
宿
場
近
く
の

渡
船
場
か
ら
長
良
川
を
渡
河
し
ま
し
た
（
絵
図

Ｄ
）
。
当
時
、
中
洲
が
下
流
の
渡
船
場
近
く
と
、

そ

の

対

岸

に

も

出

来

て

い

た

の

で
、
使
用
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
（
『
地
域
史
料
通
信 

創
刊

号
』
）
。

　
河
渡
の
渡
船
場
は
、
長
良
川
に

堆
積
す
る
土
砂
に
左
右
さ
れ
移
動

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

付
近
は
扇
状
地
の
端
で
高
低
差
が

少
な
く
な
り
、
長
良
川
の
流
れ
は

緩
や
か
に
な
り
ま
す
。
複
数
の
小

河
川
が
合
流
し
、
北
東
か
ら
流
れ

て
き
た
長
良
川
が
南
へ
向
き
を
変

え
る
地
点
で
、
左
岸
に
土
砂
が
溜

ま

り

や

す

い

状

況

が

生

じ

ま

し

た
。
ま
た
、
宝
暦
治
水
以
降
は
、

長
良
川
の
流
水
が
鈍
化
し
て
い
っ

た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）

年
の
『
河
渡
宿
渡
船
場
御
普
請
目

論
見
帳
』
に
は
、
「
出
水
の
た
び
に

渡
船
場
の
砂
利
石
等
が
押
し
流
さ

れ
、
往
来
で
重
荷
を
背
負
う
人
馬

の
足
場
が
無
く
、
と
く
に
近
年
は
向
こ
う
岸
ま
で

附
洲
が
出
来
て
川
瀬
が
変
わ
り
、
河
渡
宿
側
の
水

当
た
り
が
強
く
堤
防
の
際
ま
で
深
瀬
と
な
っ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
穂
積
町
史 

史
料
編
巻

二
』
）
。
渡
船
場
に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
長
良
川

の
土
砂
は
、
ど
の
よ
う
に
流
出
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
．
史
料
に
み
え
る

　
　
砂
石
留

　
長
良
川
に
入
り
込
む
土
砂
は
、
上

流
部
の
山
々
か
ら
流
出
し
た
も
の
で

大
雨
の
た
び
に
田
畑
を
荒
廃
さ
せ
、

河
床
上
昇
を
引
き
起
こ
し
て
水
害
が

激
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
土
砂
を
防
ぐ
た
め
の
堤
、
砂

石
留
（
砂
留
）
が
設
置
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
早
い
事
例
と
し
て
、
前
年
の
洪
水

被
害
を
受
け
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）

年
に
砂
留
普
請
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
務
郡
の
二
ケ
村
・
方
県
郡
の
十
六
ケ

村
・
武
儀
郡
の
三
ケ
村
・
本
巣
郡
の
二

ケ
村
・
山
県
郡
の
九
ケ
村
に
は
、
「
川

除
砂
留
御
普
請
目
論
見
帳
」
と
い
う
普

請
関
係
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

（
『
高
木
家
文
書
目
録 

巻
三
』
）
。

　
河
渡
宿
と
同
じ
長
良
川
右
岸
の
方
県

郡
・
山
県
郡
内
の
村
々
（
岐
阜
市
・
山

県
市
）
の
村
明
細
帳
を
見
て
い
き
ま
す

と
、
土
砂
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
砂
石
留

等
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

村
明
細
帳
に
砂
石
留
の
記
述
が
無
い
場

合
で
も
、
絵
図
に
砂
石
留
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
絵
図
Ｅ
、
右

端
の
黒
い
線
）
。
ま
た
、
あ
る
特
定
の

時
期
の
村
明
細
帳
し
か
な
い
の
で
不
十

分
な
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
村
明
細
帳
に
見
え

る
砂
石
留
を
中
心
に
長
良
川
の
土
砂
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
覧
に
ま
と
め
た
方
県
郡
・
山
県
郡
の
村
々
の

う
ち
、
上
述
し
た
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
の
砂

留
普
請
が
行
わ
れ
た
村
は
灰
色
で
色
付
け
し
ま
し

た
。
十
八
世
紀
初
め
に
砂
留
が
行
わ
れ
、
十
九
世

紀
後
半
に
も
砂
石
留
が
確
認
で
き
る
村
は
、
方
県

郡
は
か
な
り
多
く
あ
り
ま
す
。
方
県
郡
岩
崎
村
に

は
、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
に
砂
留
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
同
郡
椿
洞
村

の
場
合
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
の
村
明
細
帳

（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
宝
暦

年
中
よ
り
砂
留
御
普
請
所
」
と
あ
り
、
寛
政
十
二

（
一
八
〇
〇
）
年
に
は
十
九
ケ
所
、
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
に
は
二
十
三
ケ
所
と
な
り
、
砂
留
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
山
県
郡
高
富
村
の
砂
留
は
、

宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
に
二
十
五
ケ
所
以
上
あ

り
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
九
ケ
所
、
明

治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
は
三
ケ
所
と
な
り
、
時

代
を
追
う
ご
と
に
減
っ
て
い
ま
す
。
比
較
で
き
る

村
は
少
な
い
で
す
が
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

と
そ
れ
以
前
の
場
合
、
高
富
村
と
同
様
に
減
少
し

て
い
る
の
は
山
県
郡
加
野
村
・
同
郡
西
深
瀬
村

で
、
変
化
が
無
い
の
は
方
県
郡
御
望
村
・
山
県
郡

北
野
村
・
同
郡
福
富
村
・
同
郡
椎
倉
村
、
増
加
は

方
県
郡
椿
洞
村
・
山
県
郡
梅
原
村
で
し
た
。
村
に

よ
っ
て
、
砂
石
留
の
増
減
は
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
山
県
郡
東
深
瀬
村
の
場
合
、
文
化
十
二
（
一
八

一
五
）
年
に
砂
石
留
は
四
ケ
所
あ
り
、
長
さ
は
三

十
四
間
（
約
六
十
二
ｍ
）
・
三
十
二
間
（
約
五
十

八
ｍ
）・
二
十
六
間
（
約
四
十
七
ｍ
）・
十
八
間
（
約

三
十
三
ｍ
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
は
一
間
か
ら
五

尺
（
約
一
・
八
ｍ
～
一
・
五
ｍ
）・
馬
踏
は
一
間
（
約

一
・
八
ｍ
）
・
根
敷
は
三
間
か
ら
二
間
（
約
五
・

五
ｍ
～
三
・
六
ｍ
）
と
い
う
大
き
さ
で
し
た
。
同

郡
太
郎
丸
村
の
三
ケ
所
の
砂
留
堤
は
、
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
段
階
で
、
長
さ
は
一
〇
〇
間
（
約
一

八
〇
ｍ
）・
五
十
間
（
約
九
十
ｍ
）・
三
十
五
間
（
約

六
十
四
ｍ
）
と
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
大
き
さ

は
三
ケ
所
と
も
同
じ
で
、
高
さ
と
馬
踏
は
そ
れ
ぞ

れ
一
間
（
約
一
・
八
ｍ
）・
根
敷
は
二
間
半
（
約
四
・

六
ｍ
）
で
し
た
。

　
同
郡
福
富
村
に
あ
っ
た
十
四
ケ
所
の
砂
石
留

は
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
か
ら
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
ま
で
同
数
で
、
そ
の
長
さ
の
合
計
は

九
〇
〇
間
（
約

一
，
六

三

八
ｍ
）
あ

り
、
長

雨
・

洪
水
の
時
に
た
び
た
び
山
谷
よ
り
石
砂
が
流
出
し

て
、
田
畑
へ
押
し
込
ん
だ
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
。
山
県
郡
梅

原
村
は
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
の
村
明
細

帳
に
よ
れ
ば
砂
石
留
が
十
九
ケ
所
あ
り
、
南
北
が

赤
は
げ
山
で
出
水
の
た
び
に
砂
石
が
馳
せ
出
し
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
砂
石
留
が
書
き

記
さ
れ
た
村
々
の
山
々
は
、
自
然
災
害
の
都
度
、

土
砂
が
流
出
す
る
「
は
げ
山
」
と
呼
ば
れ
る
状
態

に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
原
因
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

四
．
美
濃
国
の
は
げ
山

　
江
戸
時
代
の
山
々
は
、
肥
料
と
し
て
の
草
木
や

燃
料
と
し
て
の
薪
、
建
築
資
材
と
し
て
木
材
等
、

様
々
な
目
的
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
田

畑
の
開
発
に
は
肥
料
と
な
る
大
量
の
草
木
が
必
要

な
た
め
、
樹
木
を
伐
採
し
た
り
野
焼
き
を
し
た
り

し
て
、
人
為
的
に
草
山
・
柴
山
を
つ
く
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
樹
木
が
減
少
し
た
山
は
荒
廃
し
や

す
く
、
土
砂
が
谷
川
に
押
し
流
れ
て
中
・
下
流
域

に
水
害
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
方
県
郡
・
山
県
郡
の
砂
石
留
の
一
覧
で
緑
色
に

し
た
村
名
は
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
美
濃

国
郷
帳
に
「
草
山
」「
柴
山
」
等
と
書
き
付
け
ら
れ

た

村

々

で

す
（
『
岐

阜

県

史 

史

料

編

近

世
一
』
、
絵
図
Ｆ
）
。

こ
の
う
ち
方
県
郡
の

東
粟
野
・
下
城
田
寺
・

鷺
山
・
芦
敷
・
雛
倉
・

則
松
の
各
村
に
は
、

野
焼
き
を
禁
止
す
る

高

札
（
「
野

火

御

制

禁
」
）
が

掲

げ

ら

れ

て

い

ま

し

た
（
『
岐

阜
市
史 

史
料
編
近
世

二
』
）
。
こ
の
六
か
村
に
限
ら
ず
草
山
や
柴
山
が
あ
っ

た
村
で
は
、
田
畑
の
肥
料
や
馬
の
飼
料
と
な
る
草
の

生
育
を
良
く
す
る
た
め
に
野
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
場
所
ま
で
焼
失

す
る
こ
と
も
あ
り
、
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
、
山
県
郡
西
深
瀬
村
で
は
、

百
姓
の
一
人
が
個
人
持
ち
の
林
を
「
と
う
つ
る
」
と

い
う
道
具
で
、
山
の
芝
を
理
不
尽
に
掘
る
こ
と
か
ら

訴
訟
が
起
こ
り
ま
し
た
。
山
林
で
「
と
う
つ
る
」
を

使
っ
て
木
の
根
を
掘
る
と
山
が
崩
れ
て
石
砂
が
田
地

へ
走
り
込
む
の
で
、
以
前
か
ら
御
法
度
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
（
『
高
富
町
史 

史
料
編
』
）
。
元
禄
五
（
一
六

九
二
）
年
に
は
、
方
県
郡
佐
野
村
と
岩
利
村
と
の
間

で
百
姓
山
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

中
の
記
述
に
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
の
大
洪
水

で
所
々
の
山
が
崩
れ
田
畑
に
大
量
の
石
が
入
り
荒
地

と
な
っ
た
た
め
、
「
と
う
つ
る
」
で
株
の
根
や
芝
の

根
を
掘
る
こ
と
を
当
時
の
美
濃
代
官
岡
田
将
監
善
政

が
禁
止
し
、
そ
の
後
も
統
制
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す

（
『
岐
阜
市
史 

史
料
編
近
世
二
』
）
。

　
近
畿
地
方
に
お
い
て
も
、
十
七
世
紀
後
半
に
川
筋

へ
の
土
砂
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
草
木
の
根
掘
り
禁
止

や
植
林
を
進
め
る
通
達
が
出
さ
れ
ま
し
た
（
『
御
触

書
寛
保
集
成
』
）
。
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
、
武

儀
郡
山
田
村
・
上
白
金
村
（
関
市
）
の
入
会
山
（
村
々

の
共
有
山
）
が
荒
れ
て
井
杭
や
薪
な
ど
の
確
保
が
難

し
く
な
る
の
で
、
山
に
草
木
を
植
え
て
山
崩
れ
・
砂

入
り
な
ど
が
出
来
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
っ
た
願

い
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
里
山
い
ま
昔
』
）
。
松
苗

等
の
植
林
を
行
っ
た
り
、
若
草
や
落
葉
を
取
る
こ
と

を
禁
止
し
た
り
し
て
、
土
砂
崩
れ
が
少
な
く
な
っ
た

村
々
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
砂
石
留

が
必
要
な
村
々
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
近
世
中
期

以
降
、
干
鰯
・
油
糟
と
い
っ
た
購
入
肥
料
が
普
及
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
購
入
可
能
な
百
姓
と
そ
う
で
な

い
百
姓
と
の
間
に
格
差
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

村
人
が
共
有
し
て
利
用
し
て
い
た
山
々
が
個
人
持
ち

の
山
と
な
り
、
売
買
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
限
ら
れ
た
山
々
に
肥
料
の
依
存
が
集
中
し

て
い
き
、
幕
末
ま
で
砂
石
留
が
必
要
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
九
世
紀
以
降
、
河
渡
の
渡
船
場
は
移
動
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
そ
の
原
因
と
な
る
長
良
川
の
土
砂
流

出
に
つ
い
て
、
あ
る
特
定
の
地
域
の
事
例
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
山
の
荒
廃
理
由
に
つ
い
て
、

美
濃
国
の
農
業
の
進
展
や
、
紙
・
鍛
冶
・
酒
造
と
い
っ

た
産
業
、
度
重
な
る
治
水
や
用
水
工
事
等
、
様
々
な

側
面
か
ら
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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方県郡の砂石留  （単位：箇所） 山県郡の砂石留　 　 　 　 　 （単位：箇所）

明治以前
明治2

（ 1869）
文化年間

（ 1810・ 1815）
明治2

（ 1869）

岩崎
[貞享5(1688)山より
砂留]

加野 [山方洞々砂留16] 山方砂石留8

東粟野 砂石留2 高富 砂留メ 堤9 砂留堤3

則松 砂石留21 椎倉 [砂石留18] 砂留18

芦敷
[天保9(1838)山川4
筋、洞洞砂石留]

砂石留大小21 大桑 [砂石留10]

御望
[明和8(1771)山方砂
留2]

山方砂留2 赤尾 [砂石留5]

上城田寺 [宝永4(1707)砂留9] 西深瀬 [砂石留5] 砂石留3

彦坂 砂石留40 東深瀬 石砂留4

洞
[元文2(1737)砂留
18]

高木 [砂石留15]

上土居 砂石留大小15 梅原 [砂石留19] 石砂留22

椿洞
[寛政12(1800)砂留
19]

山方砂留場所23 北野 石田山洞々16
[石田山洞々堤
16]

佐野 砂留場所9 福富 [砂留堤14]
谷川通洞々砂留
堤14

秋沢 砂石留12 太郎丸 山方砂留堤3

村山 洞々砂石留7 岩 山方砂石留堤2

※[　 ]は、 『 岐阜市史 史料編二』 、 『 高富町史 史料編』 より 作成。 それ以外は、 岐阜県歴史資料
館所蔵の明治期岐阜県庁事務文書の美濃国村々明細帳より 作成。

方
県
郡

村名 村名

山
県
郡
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二
．
渡
船
場
の
移
動

　
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
、
渡
し
場
の
川
瀬

が
悪
く
船
越
し
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
、
猿
尾
の

普
請
願
い
が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
背
景
に
、
土
砂

の
堆
積
に
よ
る
長
良
川
の
川
床
上
昇
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
（
『
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅱ
』
）
。

宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七
六
四
）
以
降
、
河

渡
宿
対
岸
の
鏡
島
村
に
大
洲
が
出
現
し
、
出
水
の

た
び
に
土
砂
が
堆
積
し
て
い
き
ま
し
た
（
『
岐
阜

市
史 

通
史
編
近
世
』
）
。
こ
れ
が
渡
船
場
の
位
置
に

変
化
が
生
じ
る
一
因
と
考
え
ら
れ
、
寛
政
十
二
（
一

八
〇
〇
）
年
か
ら
作
成
さ
れ
た
「
中
山
道
分
間
延

絵
図
」
に
よ
り
ま
す
と
、
渡
船
場
・
川
高
札
の
位

置
が
以
前
よ
り
も
宿
場
近
く
に
移
動
し
て
い
る
こ

と
が
見
て
取
れ
ま
す
。
一
七
八
〇
年
代
以
降
に
渡

船
場
の
普
請
が
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
間
に

宿
場
付
近
ま
で
移
動
し
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
の
絵
図
に
は
渡
船
場

が
二
つ
あ
り
、
宿
場
に
近
い
方
が
「
古
船
場
」
と

記
さ
れ
、
宿
場
口
よ
り
南
に
あ
る
「
船
渡
場
」
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
絵
図
Ｂ
）
。
「
河
渡
宿
よ

り
美
江
寺
宿
ま
で
往
還
筋
取
調
書
上
帳
」
に
は
、

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
川
瀬
が
悪
く
な
っ
た

の
で
、
お
よ
そ
一
町
（
約
一
〇
九
ｍ
）
程
下
流
に

渡
船
場
の
移
動
を
願
い
、
長
良
川
の
流
水
の
状
況

に
応
じ
て
二
つ
の
渡
船
場
を
使
用
し
て
い
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
岐
阜
市
史 

史
料
編
近

世
二
』
）
。
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
、
徳
川
将
軍

家
定
に
嫁
ぐ
有
君
は
、
中
山
道
で
京
か
ら
江
戸
へ

向
か
い
ま
し
た
。
「
有
君
様
御
下
向
之
節
渡
船
場

絵
図
」
で
は
、
下
流
の
渡
船
場
が
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
す
（
絵
図
Ｃ
）
。
当
時
、
宿

場
に
近
い
「
古
渡
船
場
」
近
く
に
は
中
洲
が
出
来

て
い
ま
し
た
。
有
君
が
使
っ
た
下
流
の
渡
船
場

は
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
洪
水
で
大
破

し
、
そ
の
後
は
宿
場
の
近
く
で
渡
船
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
寿

明
君
が
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
皇
女
和
宮

が
京
か
ら
江
戸
に
下
向
す
る
際
は
、
宿
場
近
く
の

渡
船
場
か
ら
長
良
川
を
渡
河
し
ま
し
た
（
絵
図

Ｄ
）
。
当
時
、
中
洲
が
下
流
の
渡
船
場
近
く
と
、

そ

の

対

岸

に

も

出

来

て

い

た

の

で
、
使
用
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
（
『
地
域
史
料
通
信 

創
刊

号
』
）
。

　
河
渡
の
渡
船
場
は
、
長
良
川
に

堆
積
す
る
土
砂
に
左
右
さ
れ
移
動

を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

付
近
は
扇
状
地
の
端
で
高
低
差
が

少
な
く
な
り
、
長
良
川
の
流
れ
は

緩
や
か
に
な
り
ま
す
。
複
数
の
小

河
川
が
合
流
し
、
北
東
か
ら
流
れ

て
き
た
長
良
川
が
南
へ
向
き
を
変

え
る
地
点
で
、
左
岸
に
土
砂
が
溜

ま

り

や

す

い

状

況

が

生

じ

ま

し

た
。
ま
た
、
宝
暦
治
水
以
降
は
、

長
良
川
の
流
水
が
鈍
化
し
て
い
っ

た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）

年
の
『
河
渡
宿
渡
船
場
御
普
請
目

論
見
帳
』
に
は
、
「
出
水
の
た
び
に

渡
船
場
の
砂
利
石
等
が
押
し
流
さ

れ
、
往
来
で
重
荷
を
背
負
う
人
馬

の
足
場
が
無
く
、
と
く
に
近
年
は
向
こ
う
岸
ま
で

附
洲
が
出
来
て
川
瀬
が
変
わ
り
、
河
渡
宿
側
の
水

当
た
り
が
強
く
堤
防
の
際
ま
で
深
瀬
と
な
っ
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
穂
積
町
史 

史
料
編
巻

二
』
）
。
渡
船
場
に
様
々
な
影
響
を
与
え
る
長
良
川

の
土
砂
は
、
ど
の
よ
う
に
流
出
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

三
．
史
料
に
み
え
る

　
　
砂
石
留

　
長
良
川
に
入
り
込
む
土
砂
は
、
上

流
部
の
山
々
か
ら
流
出
し
た
も
の
で

大
雨
の
た
び
に
田
畑
を
荒
廃
さ
せ
、

河
床
上
昇
を
引
き
起
こ
し
て
水
害
が

激
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
対
策

と
し
て
、
土
砂
を
防
ぐ
た
め
の
堤
、
砂

石
留
（
砂
留
）
が
設
置
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
早
い
事
例
と
し
て
、
前
年
の
洪
水

被
害
を
受
け
、
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）

年
に
砂
留
普
請
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

各
務
郡
の
二
ケ
村
・
方
県
郡
の
十
六
ケ

村
・
武
儀
郡
の
三
ケ
村
・
本
巣
郡
の
二

ケ
村
・
山
県
郡
の
九
ケ
村
に
は
、
「
川

除
砂
留
御
普
請
目
論
見
帳
」
と
い
う
普

請
関
係
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

（
『
高
木
家
文
書
目
録 

巻
三
』
）
。

　
河
渡
宿
と
同
じ
長
良
川
右
岸
の
方
県

郡
・
山
県
郡
内
の
村
々
（
岐
阜
市
・
山

県
市
）
の
村
明
細
帳
を
見
て
い
き
ま
す

と
、
土
砂
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
砂
石
留

等
の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

村
明
細
帳
に
砂
石
留
の
記
述
が
無
い
場

合
で
も
、
絵
図
に
砂
石
留
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
絵
図
Ｅ
、
右

端
の
黒
い
線
）
。
ま
た
、
あ
る
特
定
の

時
期
の
村
明
細
帳
し
か
な
い
の
で
不
十

分
な
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
村
明
細
帳
に
見
え

る
砂
石
留
を
中
心
に
長
良
川
の
土
砂
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
覧
に
ま
と
め
た
方
県
郡
・
山
県
郡
の
村
々
の

う
ち
、
上
述
し
た
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
の
砂

留
普
請
が
行
わ
れ
た
村
は
灰
色
で
色
付
け
し
ま
し

た
。
十
八
世
紀
初
め
に
砂
留
が
行
わ
れ
、
十
九
世

紀
後
半
に
も
砂
石
留
が
確
認
で
き
る
村
は
、
方
県

郡
は
か
な
り
多
く
あ
り
ま
す
。
方
県
郡
岩
崎
村
に

は
、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
に
砂
留
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
同
郡
椿
洞
村

の
場
合
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
の
村
明
細
帳

（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
宝
暦

年
中
よ
り
砂
留
御
普
請
所
」
と
あ
り
、
寛
政
十
二

（
一
八
〇
〇
）
年
に
は
十
九
ケ
所
、
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
に
は
二
十
三
ケ
所
と
な
り
、
砂
留
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
山
県
郡
高
富
村
の
砂
留
は
、

宝
永
二
（
一
七
〇
五
）
年
に
二
十
五
ケ
所
以
上
あ

り
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
九
ケ
所
、
明

治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
は
三
ケ
所
と
な
り
、
時

代
を
追
う
ご
と
に
減
っ
て
い
ま
す
。
比
較
で
き
る

村
は
少
な
い
で
す
が
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年

と
そ
れ
以
前
の
場
合
、
高
富
村
と
同
様
に
減
少
し

て
い
る
の
は
山
県
郡
加
野
村
・
同
郡
西
深
瀬
村

で
、
変
化
が
無
い
の
は
方
県
郡
御
望
村
・
山
県
郡

北
野
村
・
同
郡
福
富
村
・
同
郡
椎
倉
村
、
増
加
は

方
県
郡
椿
洞
村
・
山
県
郡
梅
原
村
で
し
た
。
村
に

よ
っ
て
、
砂
石
留
の
増
減
は
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
山
県
郡
東
深
瀬
村
の
場
合
、
文
化
十
二
（
一
八

一
五
）
年
に
砂
石
留
は
四
ケ
所
あ
り
、
長
さ
は
三

十
四
間
（
約
六
十
二
ｍ
）
・
三
十
二
間
（
約
五
十

八
ｍ
）・
二
十
六
間
（
約
四
十
七
ｍ
）・
十
八
間
（
約

三
十
三
ｍ
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
は
一
間
か
ら
五

尺
（
約
一
・
八
ｍ
～
一
・
五
ｍ
）・
馬
踏
は
一
間
（
約

一
・
八
ｍ
）
・
根
敷
は
三
間
か
ら
二
間
（
約
五
・

五
ｍ
～
三
・
六
ｍ
）
と
い
う
大
き
さ
で
し
た
。
同

郡
太
郎
丸
村
の
三
ケ
所
の
砂
留
堤
は
、
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
段
階
で
、
長
さ
は
一
〇
〇
間
（
約
一

八
〇
ｍ
）・
五
十
間
（
約
九
十
ｍ
）・
三
十
五
間
（
約

六
十
四
ｍ
）
と
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
大
き
さ

は
三
ケ
所
と
も
同
じ
で
、
高
さ
と
馬
踏
は
そ
れ
ぞ

れ
一
間
（
約
一
・
八
ｍ
）・
根
敷
は
二
間
半
（
約
四
・

六
ｍ
）
で
し
た
。

　
同
郡
福
富
村
に
あ
っ
た
十
四
ケ
所
の
砂
石
留

は
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
か
ら
明
治
二
（
一

八
六
九
）
年
ま
で
同
数
で
、
そ
の
長
さ
の
合
計
は

九
〇
〇
間
（
約

一
，
六

三

八
ｍ
）
あ

り
、
長

雨
・

洪
水
の
時
に
た
び
た
び
山
谷
よ
り
石
砂
が
流
出
し

て
、
田
畑
へ
押
し
込
ん
だ
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
（
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
。
山
県
郡
梅

原
村
は
、
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
の
村
明
細

帳
に
よ
れ
ば
砂
石
留
が
十
九
ケ
所
あ
り
、
南
北
が

赤
は
げ
山
で
出
水
の
た
び
に
砂
石
が
馳
せ
出
し
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
砂
石
留
が
書
き

記
さ
れ
た
村
々
の
山
々
は
、
自
然
災
害
の
都
度
、

土
砂
が
流
出
す
る
「
は
げ
山
」
と
呼
ば
れ
る
状
態

に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
原
因
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

四
．
美
濃
国
の
は
げ
山

　
江
戸
時
代
の
山
々
は
、
肥
料
と
し
て
の
草
木
や

燃
料
と
し
て
の
薪
、
建
築
資
材
と
し
て
木
材
等
、

様
々
な
目
的
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
田

畑
の
開
発
に
は
肥
料
と
な
る
大
量
の
草
木
が
必
要

な
た
め
、
樹
木
を
伐
採
し
た
り
野
焼
き
を
し
た
り

し
て
、
人
為
的
に
草
山
・
柴
山
を
つ
く
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
樹
木
が
減
少
し
た
山
は
荒
廃
し
や

す
く
、
土
砂
が
谷
川
に
押
し
流
れ
て
中
・
下
流
域

に
水
害
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
方
県
郡
・
山
県
郡
の
砂
石
留
の
一
覧
で
緑
色
に

し
た
村
名
は
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
の
美
濃

国
郷
帳
に
「
草
山
」「
柴
山
」
等
と
書
き
付
け
ら
れ

た

村

々

で

す
（
『
岐

阜

県

史 

史

料

編

近

世
一
』
、
絵
図
Ｆ
）
。

こ
の
う
ち
方
県
郡
の

東
粟
野
・
下
城
田
寺
・

鷺
山
・
芦
敷
・
雛
倉
・

則
松
の
各
村
に
は
、

野
焼
き
を
禁
止
す
る

高

札
（
「
野

火

御

制

禁
」
）
が

掲

げ

ら

れ

て

い

ま

し

た
（
『
岐

阜
市
史 

史
料
編
近
世

二
』
）
。
こ
の
六
か
村
に
限
ら
ず
草
山
や
柴
山
が
あ
っ

た
村
で
は
、
田
畑
の
肥
料
や
馬
の
飼
料
と
な
る
草
の

生
育
を
良
く
す
る
た
め
に
野
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
他
の
場
所
ま
で
焼
失

す
る
こ
と
も
あ
り
、
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
、
山
県
郡
西
深
瀬
村
で
は
、

百
姓
の
一
人
が
個
人
持
ち
の
林
を
「
と
う
つ
る
」
と

い
う
道
具
で
、
山
の
芝
を
理
不
尽
に
掘
る
こ
と
か
ら

訴
訟
が
起
こ
り
ま
し
た
。
山
林
で
「
と
う
つ
る
」
を

使
っ
て
木
の
根
を
掘
る
と
山
が
崩
れ
て
石
砂
が
田
地

へ
走
り
込
む
の
で
、
以
前
か
ら
御
法
度
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
（
『
高
富
町
史 

史
料
編
』
）
。
元
禄
五
（
一
六

九
二
）
年
に
は
、
方
県
郡
佐
野
村
と
岩
利
村
と
の
間

で
百
姓
山
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

中
の
記
述
に
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
の
大
洪
水

で
所
々
の
山
が
崩
れ
田
畑
に
大
量
の
石
が
入
り
荒
地

と
な
っ
た
た
め
、
「
と
う
つ
る
」
で
株
の
根
や
芝
の

根
を
掘
る
こ
と
を
当
時
の
美
濃
代
官
岡
田
将
監
善
政

が
禁
止
し
、
そ
の
後
も
統
制
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す

（
『
岐
阜
市
史 

史
料
編
近
世
二
』
）
。

　
近
畿
地
方
に
お
い
て
も
、
十
七
世
紀
後
半
に
川
筋

へ
の
土
砂
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
草
木
の
根
掘
り
禁
止

や
植
林
を
進
め
る
通
達
が
出
さ
れ
ま
し
た
（
『
御
触

書
寛
保
集
成
』
）
。
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
、
武

儀
郡
山
田
村
・
上
白
金
村
（
関
市
）
の
入
会
山
（
村
々

の
共
有
山
）
が
荒
れ
て
井
杭
や
薪
な
ど
の
確
保
が
難

し
く
な
る
の
で
、
山
に
草
木
を
植
え
て
山
崩
れ
・
砂

入
り
な
ど
が
出
来
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
っ
た
願

い
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
『
里
山
い
ま
昔
』
）
。
松
苗

等
の
植
林
を
行
っ
た
り
、
若
草
や
落
葉
を
取
る
こ
と

を
禁
止
し
た
り
し
て
、
土
砂
崩
れ
が
少
な
く
な
っ
た

村
々
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
砂
石
留

が
必
要
な
村
々
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
近
世
中
期

以
降
、
干
鰯
・
油
糟
と
い
っ
た
購
入
肥
料
が
普
及
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
購
入
可
能
な
百
姓
と
そ
う
で
な

い
百
姓
と
の
間
に
格
差
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

村
人
が
共
有
し
て
利
用
し
て
い
た
山
々
が
個
人
持
ち

の
山
と
な
り
、
売
買
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
限
ら
れ
た
山
々
に
肥
料
の
依
存
が
集
中
し

て
い
き
、
幕
末
ま
で
砂
石
留
が
必
要
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
十
九
世
紀
以
降
、
河
渡
の
渡
船
場
は
移
動
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
そ
の
原
因
と
な
る
長
良
川
の
土
砂
流

出
に
つ
い
て
、
あ
る
特
定
の
地
域
の
事
例
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
山
の
荒
廃
理
由
に
つ
い
て
、

美
濃
国
の
農
業
の
進
展
や
、
紙
・
鍛
冶
・
酒
造
と
い
っ

た
産
業
、
度
重
な
る
治
水
や
用
水
工
事
等
、
様
々
な

側
面
か
ら
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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参
考
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史
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ん

方県郡・山県郡の砂石留一覧表

絵図Ｄ　文久元年（1861）

和宮様御下向之節渡船場絵図

〈提供：岐阜大学教育学部郷土博物館〉

絵図Ｅ　年代未詳

美濃国山県郡藤倉村耕地絵図

〈提供：岐阜大学教育学部郷土博物館〉

絵図Ｆ　正保２年（1645）

美濃国絵図 <提供：岐阜県歴史資料館 >

絵図Ｃ　天保２年（1831）

有君様御下向之節渡船場絵図

〈提供：岐阜大学教育学部郷土博物館〉

方県郡の砂石留  （単位：箇所） 山県郡の砂石留　 　 　 　 　 （単位：箇所）

明治以前
明治2

（ 1869）
文化年間

（ 1810・ 1815）
明治2

（ 1869）

岩崎
[貞享5(1688)山より
砂留]

加野 [山方洞々砂留16] 山方砂石留8

東粟野 砂石留2 高富 砂留メ 堤9 砂留堤3

則松 砂石留21 椎倉 [砂石留18] 砂留18

芦敷
[天保9(1838)山川4
筋、洞洞砂石留]

砂石留大小21 大桑 [砂石留10]

御望
[明和8(1771)山方砂
留2]

山方砂留2 赤尾 [砂石留5]

上城田寺 [宝永4(1707)砂留9] 西深瀬 [砂石留5] 砂石留3

彦坂 砂石留40 東深瀬 石砂留4

洞
[元文2(1737)砂留
18]

高木 [砂石留15]

上土居 砂石留大小15 梅原 [砂石留19] 石砂留22

椿洞
[寛政12(1800)砂留
19]

山方砂留場所23 北野 石田山洞々16
[石田山洞々堤
16]

佐野 砂留場所9 福富 [砂留堤14]
谷川通洞々砂留
堤14

秋沢 砂石留12 太郎丸 山方砂留堤3

村山 洞々砂石留7 岩 山方砂石留堤2

※[　 ]は、 『 岐阜市史 史料編二』 、 『 高富町史 史料編』 より 作成。 それ以外は、 岐阜県歴史資料
館所蔵の明治期岐阜県庁事務文書の美濃国村々明細帳より 作成。

方
県
郡

村名 村名

山
県
郡
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『木曽川扶桑緑地公園』〈提供：扶桑町役場産業建設部産業環境課〉
　木曽川の河川敷に広がる約10ヘクタールの広大なアメニティスペースで、休日には多くの子ども連れの家族で賑わっています。
また公園内には、町の文化財である般若用水元杁跡や小淵の渡し跡、百間猿尾をはじめ現存する猿尾群を見ることができます。

　大正時代の船頭平閘門では、桑名を目指す筏がピーク時には年間14,000枚以上にもなり、閘門を通過するためには

１～２日を要することもあったようです。その間は『船溜り』と呼ばれる場所で待機していました。

　船溜りは、木曽川と長良川のそれぞれに連結した水路に設けられ、木曽川側は約4,900坪（ナゴヤドームのグランド

の約1.2倍の16,198㎡）、長良川側はその１／３の約1,900坪（6,280㎡）

の広さがありました。

　この船溜まりを、川の流れと分離し水路の水深を維持するために、木曽

川側には196間（約356ｍ）の導水堤（図の①）、長良川側には199間

（約361ｍ、後に842間（約1,530ｍ）まで延長された）の導水堤（図の

②）が設けられました。

　閘門設計書より、推定される１日の最大通過可能数が150枚に対し

て、閘門建設前の明治19～30年頃の油島での１日の筏の最大通過数が

220枚との記録もあったことから、初めから混雑時をみこし木曽川側の

船溜りは大きく設計されていたようです。

　ちなみに、当時筏の乗り手には、延長した日数に対して割増賃金・待機

料等が支給されていましたので、ここでは嬉しい渋滞待ち（！？）だった

のかもしれません。

長良川

木曽川

①

②

閘門

昨年５月の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

船ちゃんのこぼれ話 第四話
ふね

「筏の通過～その②～ 嬉しい渋滞?! 船頭平閘門」

山
那
切
れ
　
（

扶
桑
町
山
那
）

　
御
囲
堤
が
で
き
る
前
の
話
で
す
。

　
降
り
続
く
大
雨
に
、
木
曽
川
の
水
か
さ
が
ど
ん
ど
ん
増
し
、
心
配
し
て
集
ま
っ
た
人
々

の
前
で
、
里
長
は
流
れ
る
雨
雲
を
眺
め
て
顔
を
曇
ら
せ
ま
し
た
。

　
川
の
見
張
り
に
出
て
い
た
村
人
が
、
駆
け
込
ん
で
き
て
「
水
か
さ
は
増
す
ば
か
り
。

堤
は
ぶ
る
ぶ
る
と
震
え
て
い
る
」
と
言
い
、
次
の
見
張
り
も
「
川
幅
い
っ
ぱ
い
の
濁
り

水
だ
。
川
が
狂
っ
て
い
る
み
た
い
だ
」
と
声
を
震
わ
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
一
人
が
駆
け
込
ん
で
き
て
、
「
濁
流
の
中
程
を
怪
物
が
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
」

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。「
雨
雲
の
切
れ
目
に
差
し
込
む
月
の
光
の
な
か
に
消
え
て
い
っ
た
」

と
言
い
ま
す
。

　
「
そ
れ
は
川
の
主
だ
」
里
長
が
唸
る
よ
う
に
つ
ぶ
や
き

ま
し
た
。
「
昔
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
川
の
主
が
怒
る
と

…

」
　
そ
の
と
き
、
お
宮
で
祈
祷
を
あ
げ
て
い
た
老
人
が
戻
っ

て
き
て
「
お
宮
の
森
の
梢
に
月
が
差
し
て
き
た
。
雨
が
止

む
ぞ
」
と
告
げ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
に
胸
騒
ぎ
が
し
た
里

長
は
堤
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
里
長
が
堤
に
駆
け
上
が
ろ
う
と
し
た
と
き
、
堤
の
中
程

で
吹
き
上
げ
て
く
る
水
を
村
人
た
ち
が
必
死
に
押
さ
え
込

ん
で
い
る
の
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。

　
里
長
は
村
人
た
ち
に
穴
に
石
や
土
を
打
ち
込
ま
せ
、

す
ぐ
に
避
難
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
急
い
で
村
に
戻
っ

た
里
長
は
「
堤
が
切
れ
る
。
す
ぐ
に
家
に
帰
っ
て
女
、
子
供
を
逃
せ
」
と
叫
び
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
少
し
で
も
高
い
所
へ
と
逃
げ
る
人
々
の
足
も
と
に
水
が
押
し
よ
せ

て
、
そ
し
て
す
ご
い
早
さ
で
家
や
畑
を
呑
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
堤
は
次
々
と
壊
れ
、

河
水
が
滝
の
よ
う
に
流
れ
込
み
、
村
は
畑
も
道
も
区
別
が
つ
か
な
い
一
面
の
濁
水
に

覆
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
山
那
堤
の
決
壊
は
「
山
那
切
れ
」
と
呼
ば
れ
、
度
々
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

出
典

『
扶
桑
町
史
　
下
巻
』　
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扶
桑
緑
地
公
園

　
夕
陽
の
郷
か
ら
眺
め
る
木
曽
川

扶
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扶
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1

地
　

域
　

の
　

歴
　

史

犬
山
扇
状
地
が
育
む
守
口
大
根
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